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 日 塔 俊 浩 企画財政課長補佐   

 

◎ 委員会日程 

 

令和３年９月１４日（火） 

 

 委員会日程第３号 

   日程第１   付託案件の審査、採決 

     議第６６号  令和２年度河北町一般会計歳入歳出決算認定について 

     議第６７号  令和２年度河北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第６８号  令和２年度河北町西里財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第６９号  令和２年度河北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第７０号  令和２年度河北町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第７１号  令和２年度河北町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第７２号  令和２年度河北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

延  会 

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第３号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○阿部委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。 

   定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

   本日の委員会日程は、お手元に配付のとお

りであります。 

○阿部委員長 日程第１、付託案件の審査、採決

を行います。 

   議第66号令和２年度河北町一般会計歳入歳

出決算認定についての質疑を続けます。 

   委員長から申し上げます。 

   本委員会の議事運営につきましては、議会

運営申合せ事項により、質疑の回数は制限を

行わず、質疑は一括して行い、質疑の時間は

40分といたします。 

   質疑の際には、最初にページ数、款、項、

目、節を、さらに質疑の内容を簡潔明瞭に述

べてください。また、答弁する当局側は、質

疑内容に対し、漏れなく、かつ簡潔に答弁し

てくださるようにご協力をお願いします。 

   また、決算委員会でありますので、一般質

問に類するような発言は避けてくださるよう

お願いします。 

   それでは最初に、「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 おはようございます。 

   私からは１点お伺いしたいと思います。 

   決算101ページ、成果119ページの７款１項

１目河北地域商社支援事業委託料2,800万円

についてであります。同僚委員のほうも質疑

されていたので、重複すると思いますが、ご

了承願いたいと思います。また、私個人とし
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ての議案調査は、まだままならないものもあ

りますので勘弁していただきたいと思います。 

   早速、質疑のほう入りますが、まず初めに、

各委員の質疑と、あと議案調査のいただいた

資料等確認していくところによると、まず

2,800万円ということで令和２年度執行され

て決算になっています。 

   まず、１つは、かほくらしへの関係人口の

案内所開設ということが１点、あと、もう１

つが地域商社かほくらし社ということで、令

和２年度は設立のセレモニーを行ったという

ことが１点、あともう１つ大きなものとして

は、戦略商品として３点ほど挙げられて、各、

それぞれ、イタリア野菜であれば１次加工所

の調査研究、調査計画、また町産ワインにつ

きましては醸造所の設立に向けた調査計画、

あと最後の３つ目は町内産のナッツというこ

とで挙げられております。 

   同僚委員も質疑されていましたけれども、

再度お伺いしますが、イタリア野菜の１次の

加工所ということで、同僚委員のほうからも

ＪＡの産直とかいろいろそういった場所を使

っての１次加工どうなのかなという案も出て

おりますが、調査結果としてどういう回答、

どういう考えを持たれたのか、それをお伺い

したいと思います。 

   また、町内産ワインにつきましては、50本

ほどのブドウ植栽ということでやったという

結果を聞いているんですが、その50本の、こ

れは50本の植栽をしたということで、この植

栽は一農家だけに委託して植栽したのか、そ

れとも複数名の農家の方々に協力して植栽し

たのか、その辺もお伺いしたいと思います。 

   また、ナッツにつきましては、町内にナッ

ツというものが私もあまり認識不足で大変申

し訳ないですけれども、ヘーゼルナッツとい

うことで試験栽培を始めたということで、先

日マスコミのテレビの放送でも、長野県かど

こかで気候的に冬で雪が降って、山形と同じ

ような状態でナッツの、ヘーゼルナッツの栽

培ということで報道を見たんですが、気候的

にも山形県も同じぐらいの季節、気候で、ち

ょうどいいのかなという考えも持っているん

ですが、その辺今質疑やったことの内容につ

いてお伺いしたいと思います。 

○阿部委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 決算書101ページの河北創

生牽引地域商社事業の委託料の件についてご

説明いたします。 

   まず、イタリア野菜につきましては、１次

加工所の設立に向けた調査、計画というもの

が令和２年度の内容でございます。その成果

としまして、イタリア野菜を使った加工品に

ついて調査研究をしているようです。成果と

しましては、イタリア野菜を使った野菜スー

プの開発とパスタソースの開発などを行った

というふうなことで、成果として上がってき

ております。 

   あと、ワインにつきましては、約50本を試

験栽培というふうな形で行っております。３

種類で昨日もご説明いたしましたけれども、

ネッビオーロとメルロー、シャルドネという

３種類のブドウの試験栽培を行ったというこ

とでございます。こちらにつきましては、具

体的に申しますと、田井川向地区のほうと、

あとは弥勒寺のほうに試験栽培というふうな

ことで行っております。 

   あと、ナッツでございますけれども、こち

らにつきましては、164本の植栽を行っており

ます。こちらにつきましても川向地区と、田

井川向地区とあとは沢畑地区、あともう１つ

が商工会の南側といいますか、セブンイレブ

ンの南側といいますか、そちらのほうに、地

区としましては月山堂というふうになります

けれども、そちらのほうに試験栽培をさせて

いただいているところでございます。 
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○阿部委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 ありがとうございます。 

   それぞれのイタリア野菜は調査というか、

１次加工所じゃなくて、その野菜スープ、ま

たはパスタのソースですとか、そういったも

のを試作したということでいいのか確認しま

した。また、町産ワインにつきましてのブド

ウの植栽ということで、田井川向の畑、また

は弥勒寺のほうに植栽した、また、ナッツに

関しても田井川向と弥勒寺とそのセブンイレ

ブンの南側に、多分畑か何かあるようですけ

れども、そこに試験栽培したということです

けれども、そうすると、先ほどのイタリア野

菜の加工所が昨日同僚委員のほうでも話題に

なりましたけれども、その辺の場所的なもの

は全然調査しなかったのか、その辺もお伺い

しておきます。また、そのワインの醸造所と

いうことで、これは道の駅絡みになるかもし

れませんが、その醸造所を置く設置場所をど

ういうふうにしているのか、調査研究はしな

かったのか、令和２年度、その辺も改めてお

伺いしたいと思います。 

   あと、もう１点、戦略商品の中に３点ほど

ありますが、イタリア野菜、町内産のワイン、

町内産のナッツということであると思うんで

すが、これは、地域商社をつくるときに当た

って大都市圏、または海外にも通用するよう

な商品ということでそれはコンセプトみたい

にして地域商社で考えられた戦略商品である

ということは理解しているんですが、それに

加えて今河北町では前にイタリア野菜の始ま

る前に、かほく肉そば研究会ということで肉

そばのシェアも大分広がり、拡張していって

いるんですが、なぜそういった肉そば研究会、

肉そばが入っていなかったのか、その辺もお

伺いしたいと思います。 

○阿部委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 イタリア野菜の加工所とあ

とワインの加工所につきましても、町内で数

か所場所の調査は行っております。ちょっと

具体的には個人のものですので場所の特定は

避けさせていただきますけれども、ただ、メ

インとしまして、そういった加工品の、イタ

リア野菜では加工品の開発、あとワインにつ

いては試験醸造ということで南陽市のほうの

会社にお願い、あと寒河江の会社のほうにお

願いをして、ワインの試験醸造を行ったとい

うふうな結果になっております。 

   あと、その、なぜその３つの中に肉そばが

入らなかったかというふうなことでございま

すけれども、今回の事業の内容としましては、

今後10年間で大幅に就業者数が減少するであ

ろう農家、農業、こちらは河北町の主力産業

でございますけれども、そちらのほうの若手

後継者が減少していると、その原因である安

定した収入というところもありますので、そ

の農業という産業の支援をするというふうな

ところが根底にございます。その中で、河北

町の１次産業、２次産業、３次産業をマーケ

ットイン思考で再構築するというふうなとこ

ろになりますので、町の農産物ということで、

まずはこの３つの作物を中心に事業を展開し

ていくというふうなことで始めた事業でござ

います。 

○阿部委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 この地域商社の支援事業について、

2,800万円については令和２年度のことです

ので、大体事業計画どおりに進んで今回の決

算としては事業がうまくいったということは

分かりました。ただ、今課長がおっしゃるよ

うに、河北町は農業が基幹産業ということで、

農家の作物とか、１次、２次、３次とか、６

次産業とかいろいろマーケットインとかいろ

いろ説明書きはあるんですが、農業がやっぱ

り河北町での基幹産業であるんでしたら、や

っぱりサクランボの何かも前に、昨日だか発
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言なさっていましたけれども、サクランボで

すとか、または牛肉とかお米とか、いろいろ

多分品物は、農作物、そういうようなものが

あると思います。なぜそういうのが真新しく

商品の戦略の作物、戦略のものにならなかっ

たのか、また肉そばにしても、やっぱり何で

今まで頑張っていたのに肉そばがはずれてい

るのか。あとで入るか入らないかは別としま

しても、そういった考えは本当になかったの

か。ただ農業従事者が高齢化になって農業を

やっていかないで衰退していくとか、また葉

物野菜とかそういったものも作付する人が少

なくなってきて、何となくぼよぼよんとして

停滞していくのかという考えもあるとは思い

ます。ただ、そういった方の応援もやっぱり

こういったことを使って応援していかないと、

誰も何も知らなくなって、いやいや河北町は

ワインとイタリア野菜とナッツとそれしかな

いのかと。町で一番サクランボをつくってい

るのは河北町ですよね。あと、ふるさと納税

にしても、お米や牛肉や、ましてや加工品で

あるハンバーグとか、そういったものも多々、

すごく評判がよくて人気があって、それが欲

しいという方も多くいると聞いております。

そういった中で、何でその３点だけがピック

アップされているのか、いやいややっぱり大

都市圏に通用するのはその３つなのかもしれ

ませんが、ただ、私的に何か個人的には、い

ろいろな河北町の産物とかもやっぱり地域商

社として扱っていただいて、令和２年度はそ

うなんでしょうけれども、今後活動していく

中で取り入れていただけないのかなという思

いで今質疑させていただいているんですが、

その辺の考えをちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○阿部委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 まず、先ほども申しました

けれども、根底としましては、一次産業を支

えて支援していくというふうなところではご

ざいます。また、10年後の農業を見据えた場

合というふうなところで、サクランボにつき

ましても、果たして10年後どのようになって

いるのかというふうなところはあるかと思い

ます。それで、現時点で、マーケットインの

発想から有望な品として３点を選んだという

ふうな考え方でございます。 

○阿部委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 有望な品物を選んだ、マーケット

インでやった、手法でやった、そうするとそ

の３点が出てきたということで理解してよろ

しいのか。サクランボにしても、県で今やま

がた紅王というというものを植栽してもう３

年目ぐらいになると思うんですが、あともう

ちょっとすれば生食で登場してくるんですけ

れども、そういったことを見据えて動くんだ

ったら分かるんですが、何も今までの従来品

をそのままそっちのけて、新しいもの、新し

いものといって、それはいいことかもしれま

せんが、併せてやっぱり従来の作物ですとか

そういった果物、米、何回も同じこと言いま

すけれども、申し訳ないですけれども、そう

いったものも大切にしていかないと河北町の

名が、何かネームバリューじゃないんですけ

れども、何か衰退していくような、町自体が

衰退していくような。ワインなんてどこでも

つくれるじゃないですか。どこの各市町村だ

ってつくっています。そういったものに目を

向けて新しい発想で地域商社を興して、やっ

ぱりそういった分野、分野、餅は餅屋で分け

て考えるのは本当にいいことだと思います。

ただ、根底的に忘れていけない１次産業だと

いうことを課長もおっしゃいましたけれども、

そういったものをもっと大切にしていただい

て、組み入れていただけないのかなという、

私個人的な発想なんですが。発起人である副

町長どう考えますか。 
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○阿部委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 地方創生の事業の一環という性質

もございまして、この事業、総合戦略の中で

も取り扱った形でやらせていただいておりま

すが、東海林委員、６番委員おっしゃるよう

に、町としては、ある程度町の資産と言える

ような、今おっしゃったような肉そば、ある

いはエダマメなどもあるわけです。そういっ

たものもやっていただけると非常にありがた

いという気持ちは当然ございます。ただ、受

託してこの事業を展開していただける、商工

会と連携してやっているさとゆめさんという

会社がございますけれども、そちらのほうで

事業展開をするに当たりまして、どういった

商品というか作物が必要とされているかとい

う需要調査、マーケットインという考え方だ

そうですけれども、それを行いまして、戦略

的に戦っていけるというか、これから需要が

伸びるというふうに見込める品、商品といい

ますか、作物といいますか、それを絞り込ん

でやっていただいているというような形でご

ざいます。町としては、先ほど申し上げまし

たように、肉そば、あるいはエダマメ、その

ほかにもいろいろございますけれども、そう

いった別の形で事業展開というものはあり得

るのかなとは思いますが、令和２年度におき

まして商工会さんのほうにお願いしている事

業内容は、先ほど商工観光課長が申し上げた

内容で事業展開を行っているということでご

ざいます。 

○阿部委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 ありがとうございます。 

   なかなか、やっぱり河北町もいいものばか

りあるので選びきれなかったという副町長の

思いも何となく分かるような気がしますが、

やっぱり今、今年、昨年度、令和２年度で立

ち上げ、設立したということもあって、やっ

ぱり足の長いやつ、要はその商品３つを中心

に考えて開発していくんだ、後々には今ある

お米とかサクランボとか、あとは忘れていま

したけれどもスリッパとか、そういったこと

もありますので、やっぱりコラボ商品とか、

そういった位置づけでも大都市圏、または海

外のほうに地域商社の方がうまく情報発信な

りやっていただければ、もう少し河北町も有

名になってブランド化がつくんじゃないかな

と思います。ただ、あえて今回は調査研究と

いうことで３点ということは分かったんです

が、何となく寂しかったなということで感じ

ましたのでこの質疑をさせていただきました。 

   以上で終わります。 

○阿部委員長 以上で、６番東海林信弘委員の質

疑を終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 それでは、私のほうからは４点ほど

質問させていただきます。 

   ６次産業、地域商社、べに花温泉ひなの湯、

あと道路新設改良、この４点であります。 

   まず、第１点目、６款１項９目の６次産業

推進費、予算600万円というふうな内容で、決

算98、成果115なわけです。河北イタリア野菜

のほうで香港のほうの市場調査を行ったとい

うふうな内容で決算額が609万円というふう

な内容で出ております。イタリア野菜の令和

２年度の販売額とか、あとは規模、この辺が

まずどうなっているかというふうなことをち

ょっとお尋ねしたいと思います。そして、私

も香港のほうに２年ほど香港市民権をいただ

いて暮らしていましたので、非常にやっぱり

規模の大きさ、あと近くにはマカオなんかも

ありますんで、大きい市場がたくさんあると

いうふうなことは重々承知しております。た

だ、地方の小さな田舎町のほうで、このイタ

リア野菜をどれほど供給できるのかと。香港

は気象的には雪は全く降りません。そして、

高温多湿な内容であります。そして、そこに
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あえて生野菜を出荷するというふうな挑戦で

あります。うまくいっていただきたいという

ふうな願いは非常に持っているわけなんです

が、通年を通して、これが本当にできるのか

と、そういうふうなことが若干、やっぱり危

惧しております。戦略的には、例えば仙台空

港のほうから香港まで飛行機で飛ばすという

やつが一番いいわけです。そうしますと５時

間ぐらいで現地のほうには着きますので、そ

こから一応市場に流すというふうになればあ

る程度１日ぐらいのスパンの中で読めるのか

なというふうに思っています。ただ、今週は

あるけれども来週はイタリア野菜入ってこな

いとか、そういうふうな商売にやっぱりつな

がっちゃうんじゃないのと、そういうふうな

ことも非常に懸念しております。あと、国内

でもイタリア野菜関係を使っていただいてい

るお客さんが結構やっぱり増えてきていると

思います。私も先だって天童温泉のほうに泊

りましたら、朝いちばんのバイキングで河北

町イタリア野菜というふうな内容で多くの方

がそれを所望していました。しかも、プラカ

ードをちゃんとつけて、ここまでいろいろな

内容で売り込み商売をやっていただいている

んだということで一応感心もいたしました。

ですが、そこに生産物が追いつかないという

ふうになってきますと、やっぱり共倒れしち

ゃう可能性があると思っております。非常に

やっぱり農作物ですんで、冷害なんかも当然

出てくると思いますし、いろいろな観点でこ

れほどの商品があるので、これを売り込みま

すと。しかも、海外というふうなことを考え

たときに、本当にうまくやらないとせっかく

の300万円がパーになるというふうに思って

おります。例えば、４月だったらこの野菜で

勝負しようと、ここの２週間ですと、そうい

うふうな期間限定の売り込みというやつも一

応可能だと思います。現地の方はなかなか生

野菜というやつは食べる習慣はございません。

今食べようとしている人は、やっぱり外国人

の方が主流だと思います。あと、香港人の中

でも少し上のほうの方が所望するというふう

な格好になるのかなというふうに思っていま

す。ただ、香港は今、何というかアメリカと

中国の対立というふうな内容で貿易戦争が始

まっていますし、金融国際センター、あそこ

が変な形になれば当然大きい政局が動くとい

うふうな内容もあります。あと、中国に香港

が飲み込まれるというふうな内容なんかも、

具体的にもう出てきていますんで、非常に厳

しいところにあえて今回市場調査をかけて、

ここ２年、３年の中で本当に立ち上がるかと、

尻切れとんぼにならないかと、それを私はち

ょっと心配している内容であります。 

   このテーマに関しては、まず、今現在の河

北町イタリア野菜の生産力、あと販売額、そ

して、あえて今回香港のほうに市場を切り開

くというふうな内容の、何というか、計画、

プラン、あと市場調査レポートというやつ、

私読んでいませんが、どういうふうな相手の

ほうから河北町に対する要望があるのか、そ

の辺のところをお伺いしたいと思います。 

   あと、続いて、７款１項１目地域商社関係

です。先ほど来いろいろな委員さんがお話し

されていますが、私はその中で、地域商社の

設立というふうな内容でちょっとお尋ねした

いと思います。 

   会社が立ち上がりましたと、そして上のほ

うに４人の方が役員として一応並びましたと。

嶋田社長とも私お話何回かさせていただきま

したので、非常にいろいろなことをよく知っ

ていらっしゃるなというふうには思っており

ます。ただ、嶋田社長は県外で暮らしており

ます。河北町に実際にいらっしゃらない、そ

して民間の、河北町のほうでは民間の会社の

方、あと公社の代表の方も一応そこには入っ
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ていますが、朝から晩まで地域商社のことだ

けを考えて地域商社を引っ張るというふうな

リーダーがなかなか見当たらないなというふ

うに思っています。時々来ているから河北町

のことはよく分かるというやつは分かります

が、やはり河北町の多くの農家の方に足を運

んでいただいて、こんなやつ、あんなやつと

いうふうな内容をいろいろ企画立案して、勉

強していただいて、そして教えていただくと

いうふうな方が見つからないと。やはり先頭

に立つという人はすごくやはり大事だと思う

んです。地域商社に対しては、私は本当に応

援したいと思っています。ただ、そういうふ

うな熱意がひしひしと伝わらないと、私はナ

ッツは違いますと、私はワイン担当ですんで

とか、そういうふうな内容じゃなくて、コー

ディネートとして１人の方がぐいぐいと引っ

張っていくようなプランがないと、会社とい

うやつはやはりまずいというふうに私は常々

思っています。ということで、商工会のほう

に町としては委託したと、委託したけれども

当然本腰を入れて支援もしなくちゃいけない

し、そういったところにきちんと人力、お金

をつぎ込んで、この事業というのは３年間で

終わるわけですんで、その３年間の中の３年

目にある程度少し芽が出てくるような状況に

していかないと、私はだめなのかなと思って

います。ただ、コロナ禍というふうな内容で、

来年完全に終わるわけではございませんので、

非常にやっぱり厳しいものがおんぶされてい

るというふうなことも考えますと、金の切れ

目が縁の切れ目というふうな内容で、やっぱ

り空中分解するというふうな懸念もございま

す。まずは、令和３年度、しっかりとその辺

のところを足固めをしていただくというふう

な内容で、誰が本当に地域商社を引っ張って

河北町の未来をしょった、その地域創生とい

うやつをやるのかというふうなことを、ちょ

っとお聞かせいただければなというふうに思

っています。国の地方交付金というふうな内

容で、国のお金だからいいんだというふうな

内容では多分ないとは思いますが、これが町

民１万8,000人が出した税金でこれをやると

なったら必ずや、やはり成功していただかな

くちゃいけないというふうな、物すごく重い

プレッシャーが多分かかると思います。その

辺のところも加味してお答えをいただければ

というふうに思っています。 

   あと、３点目、べに花温泉ひなの湯です。

これはもう開館して一応21年目になります。

そして、令和２年度22万人ということで、そ

の前の年よりは13万人ほど一応減っていると

いうような状況にあります。コロナ禍という

ふうな内容で、致し方ないというふうなこと

も非常にあると思うんですが、なかなか前の

ように戻るというふうなことも厳しいのかな

というふうに思っております。以前、露天風

呂どうだというふうなお話をされたとき、多

くの人多分あったと思うんですが、お湯が少

ないからなかなか難しいんだというふうなこ

となんかも聞いております。ただ、前回町の

ほうから行けるんじゃないかというお話なん

かも一応聞きました。その辺のところを、何

か実現していかないと、今のまま、そのまま

のひなの湯であっては客足はそうそう伸びな

いんじゃないかなというふうに思います。お

風呂屋さんというのはやっぱり湯気が常に立

っていますんで、建物の劣化というやつもす

ごくやっぱり早いです。朝から晩まで湿度の

高いような環境のところにありますんで。で

すから、公共施設の中であっても、コンクリ

ートだから50年というふうな内容に限らず、

やはりそういった劣化を早くしている建物に

ついては、リフォームをして、しっかりとき

れいな環境でお客さんにひなの湯を使っても

らうというふうな戦略がないとじり貧で終わ
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ってしまうのかなというふうに思います。全

てコロナのせいにしてはだめだと思います。

その辺のところで、やはり戦略をお伺いした

いと。 

   あと、最後になります。８款２項３目道路

新設ということで、ひなの湯の前側のほうか

ら入って国道のほうに出るＬ字道路の一応早

期開通に向けてなんですが、いろいろ物件補

償していただいていますとか、物件の調査を

してもらっていますというふうな内容で、あ

と立ち木の補償をして回っていますというこ

とがあるんですが、使ったお金が1,600万円ぐ

らいで一応終わっています。とにかくあのＬ

字道路を早期開通に向けて何とかご協力お願

いしたいと。これは地方の国交省のほうの予

算というふうな枠なんかも確かにあると思い

ますが、たった430メートルぐらいのＬ字道路

です。そして、国道のほうから真っすぐ産直

のほうにめがけて車が流れるというふうにな

れば、私は町の交流エリアとしての下野地区

がやはり大きい飛躍の場所になるのかなとい

うふうに思います。幸い、産直のほうは令和

２年度が２億5,500万円、そして令和３年度３

億円を目標にするんだというふうな内容で、

非常に前とは違って活気のある産直になって

おります。プールも頑張っていただいていま

す。そこに、産直も人を寄せつけると、そう

いうふうなことをやるためには、やはり早期

な道路開通が何よりも私は大事かなというふ

うに思っています。町の重要事業の施策の１

つに入りました。しかしながら、いつ道路が

開通するのかなというふうな内容を考えてみ

ますと、いつか分からないような予算の手当

になっています。この辺のところをお尋ねし

たいと思います。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 99ペ

ージ、６次産業推進費に係るイタリア野菜の

状況でありますけれども、手元のほうにある

資料としてはちょっと古いんですけれども、

平成30年の状況でご説明させていただきたい

と思いますけれども、会員数としては17名と

いうことで、売上げとしましては、販売額と

しては2,400万円ほどあっているということ

であります。河北町の方を中心にしておりま

すけれども、町外の方も生産者として、会員

として混ざっているというふうなところでご

ざいます。河北町の生産者のほうは、どうし

ても米とサクランボなども生産しているとい

うことで、その時期にはイタリア野菜の出荷

がちょっと薄くなるというようなところで、

西川町などの生産者の方が補っているという

ようなことで生産力を補っているというよう

なことでございます。今回の農商工連携産地

づくり事業につきましては、イタリア野菜を

香港に輸出するというようなところでござい

ます。それを目的にやっているわけですけれ

ども、販売目的としては、販売戦略としては

高級レストラン、あちらのほうの、香港のほ

うのイタリア野菜と競合しながらであります

けれども、新鮮な野菜を空輸するというよう

なことで販売戦略を練っているところであり

ます。令和２年度は２か年目の事業というこ

とで、今後も３年、今年度が最後の年になっ

てございますけれども、その中で戦略を練り

ながら現地のほうと調整をしながら戦略を立

てているということで、令和３年度の事業を

進めるということをやっているところでござ

います。その目的を達成するために現地のほ

うと話をしながら進めているというようなと

ころで、今現在も調整をしながら進めなけれ

ばならないというようなところでございます。

あちら、香港の情勢もなかなか厳しいという

ところでございますけれども、それを見据え

ながら販売戦略を練っていくというようなこ

とで考えているところでございます。 



- 230 - 

○阿部委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 101ページ、河北創生牽引地

域商社事業についてのかほくらし社、地域商

社の件でございますけれども、こちらにつき

ましては、委員おっしゃるとおり中心となる

人物が河北町にはいなくて東京のほうにいる

というようなことでございます。嶋田社長さ

んは小菅村の再開発も成功させた方で、そう

いった地域の再構築といいますか、そういっ

たところには大変優れた方というふうに理解

しているところでございます。現在、この地

域商社、河北創生牽引地域商社事業につきま

しては商工会のほうに委託をしているという

ふうなことになっておりますけれども、こち

らにつきましては、商工会の人間、職員と、

あとは嶋田社長さんとで随時ズーム会議を行

いながら仕事を進めているというふうな状況

でございますので、また嶋田社長さんのほう

の社員の方が長期、こちらのほうに滞在をし

ておりまして、一緒になって、商工会と一緒

になって事業を進めているというふうな状況

にもあるところでございます。将来的には、

会社のことですので町がどこまでお話しでき

るかというところはあるんですけれども、河

北町のほうにそういった中心人物を置いてい

ただければというふうには考えているところ

でございます。 

   107ページのひなの湯のことでございます

けれども、リフォームにつきましては、財政

計画のほうで随時行うというふうなことで今

計画はしているところでございます。また、

露天風呂につきましては、役場の中でもつく

りたいというふうな考えはあるんですけれど

も、やはり場所の問題、湯量の問題等いろい

ろな課題がありますので、そういったところ

の課題を今調査しながらといいますか、進め

ているというふうな状況でございます。 

   また、そのひなの湯の戦略というふうなこ

とでございますけれども、やはりそういった

ほかの施設と比べまして劣っている面といい

ますか、露天風呂がないというふうな弱点は

あるんですけれども、逆にひなの宿、湯楽亭

というふうなところがひなの湯のほうのいい

ところと申しますか、そういったところとコ

ラボしながら今一所懸命営業をしているとい

うふうなところでございます。昨日もちょっ

とひなの湯のほうに夕方寄ってきたんですけ

れども、特に湯楽亭のお惣菜といいますか、

そういったところに並んだような形で、そう

いったお惣菜を求める方々もいらっしゃいま

したので、そういったところでのお客さんの

ニーズに応えているといいますか、そういっ

た中でお客さんの獲得をしていきたいという

ように考えているところです。また、宴会も

始まりましたらそういった宴会施設もござい

ますので、宴会と併せていろいろな企画をし

ていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

○阿部委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 決算書111ページ、成果131

ページで、補助事業に関わる下野真木線ほか

１路線のほうの新設道路改良工事についてで

ございます。 

   委員ご指摘のように、あそこのエリアにつ

きましては、区間延長約430メートルほどあり

ますけれども、谷地橋から町外の方々が見え

られる滞在型のエリアというようなことで、

非常に魅力にあふれた地域ということで、プ

ールもあり、ひなの湯もあり、産直もありと

いうことで、我々としても新規の事業の早期

の完成に向けた取組ということで今進めてお

るところです。昨年度は本格的な事業という

ような部分の中で設計、測量設計、線形を固

めて用地測量調査、一部物件の補償なども入

りまして、今年度も引き続きでございますけ

れども、地権者の方々のご協力を得ながらで
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すけれども、今先行して用地の取得のほうに

向けて一所懸命頑張っているところです。今

後現場のほうでの工事というような部分で引

き続き継続して進みますので、できるだけ財

源を確保してということで、補助事業の財源

を確保しての動きになりますけれども、しっ

かりと早く道路開通がなるように頑張ってき

たいと思っています。 

○阿部委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、道路新設関係のやつについては、い

ろいろ地権者がいるわけなんですが、ほとん

どの方は反対はなさっていないような状況で

あります。ということは、頑張ろうと思った

ら資金力さえあれば早期に工事のほうは着手

できるのかなというふうには思っています。

この辺のところをよろしくひとつお願いした

いと思います。道路が１本どんと430メートル

開通すれば、やはり車両の流れも変わります

し、ひなの湯のほうに来るお客さんとか、プ

ールのほうに来るお客さんとか産直のほうに

来るお客さん、これが目に見えてやはり違っ

たなというふうな感触はぜひつかみ取ってい

ただけるのかなというふうに思いますので、

よろしくお願い申し上げます。 

   あと、べに花温泉ひなの湯のほうなんです

が、中山町のほうも露天風呂が全くなかった

んです。そして、この１年ぐらいの中で、完

成しました。そんなに大きくはないんです。

でも、なかなか入り心地がいいと。実際に自

分も何回か入ってみましたが、非常にいい内

容でした。今ひなの湯は大浴場の隣が結構大

きい敷地がありますんで、目隠しフェンスの

内側のほうに十分それは対応できるのかなと

いうふうに思っています。そんなにたくさん

のお金をかけるというふうな内容じゃなくて、

やはり河北町らしい、ひなの湯らしい、何て

いうか、ひなからお湯が流れるとか、そうい

うふうな夢をちょっと見させていただきたい

というふうに思います。やはり、ひなの湯と

いったって、どこがひなの湯というふうに、

やっぱり名前だけはひなの湯ですが、そうい

うふうな内容なんかもございませんので、い

ろいろな内容で、やはり若い職員から様々な

アイデアをいただいた上で、お金がそんなに

かからなくてもできるような内容をぜひ絞っ

て今の入浴者数を少し増加に向けるようなプ

ランをぜひお願いしたいというふうに思って

おります。 

   あと、香港のほうの市場なんですが、先ほ

ど平成30年2,400万円だとかと言っていまし

たが、非常に古い情報ですよね。今は確かも

う5,000万円近くなっているのかなというふ

うに思います。新聞紙上なんかでもイタリア

野菜に取り組んでいる方がお話しされていま

したんで。ただ、香港にものを送ってやって、

香港市場を開拓しようとなったときに、たっ

た17名ぐらいの四、五千万円ぐらいの野菜の

中でどうやって攻略するのかというふうな内

容、本当に考えていかないと、この600万円が

消えてしまうんじゃないかというふうに、や

っぱり私は危機感を持っています。せっかく

香港市場を調査したと、そして相手のほうか

らはこういうふうな、こういうふうなという

内容で、様々な河北町に対する問い合わせな

んかも多分あると思います。それをやはり１

つ１つ潰して、いかに物流コストを安くして

お客さんに、市場に届けるかというふうな内

容をきちんとやっていかないと。幾らやっぱ

り高級レストランで使ってくれると言ったっ

て、なかなかやはり世の中が、香港の世の中

が慌ただしいというふうな状況には変わりあ

りません。私の友人が寄こしていましたが、

イギリスのほうに既に９万人ぐらいが移民を

しようというふうな内容にもなっているんだ

というふうなことを聞きました。あと、もの
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がなかなか言えないような状況にもなってい

るというふうなことも聞いております。です

から、非常に場面的には悪いときに、河北町

はそういうふうなことに足を突っ込んでしま

っているというふうな状況にもなりますんで、

ただ、このまま手をこまねいているというふ

うな内容じゃなくて、それを戦略としてしっ

かりと築き上げていただきたいというふうに

思います。一応応援する立場として物を言っ

ていますんで、一応叱咤激励だというふうな

内容でお願いしたいというふうに思います。 

   あと、地域商社のほう、やはり個人的には

河北町にさとゆめの嶋田社長が根づいていた

だければ本当にありがたいんですが、従業員

の方を配置するかもしれないというふうなこ

とを先ほど答弁でおっしゃいましたが、やは

りしっかりと核になる人が何人かいて、常に

情報関係を地域商社は集めると。そして、い

つ何どき何を出せば100円のやつが150円で売

れるかと。1,000円のやつが1,500円で売れる

かというふうな内容を逐次やっぱり計算する

ようなサポート体制がないと、なかなか難し

いのかなというふうに思っています。とにか

く戦略なくして成功は、これはございません

ので、ただ何となくというふうな内容じゃな

くて、いつ何どき何をするというふうなこと

をきちんと出していただきたいというふうに

思います。その辺のところも含めて、最後に

森谷町長あたりから何か答弁いただければと。

実際に香港のほうに行って現地の方と会われ

て、そして令和３年度、令和４年度、どんな

動きができるのかと。または、現地のほうか

らの感触こうだったというようなことがあれ

ば聞かせていただきたいと思います。 

○阿部委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 香港戦略、グローバル産地づくりの

取組、あと地域商社の取組を通してになりま

すけれども、本当に様々な情勢もある中での

取組、また農業をめぐる後継者問題、あるい

は高齢化問題、そういったことも含めた町内

の中での農業をめぐる課題も非常に山積して

おります。そういった中での海外戦略であり、

いかに河北町の持てる米、サクランボはもち

ろんですけれども、そのあとにまたいろいろ

な取組をしようとされている取組がある中で、

それをどういうように本町のこれからの最終

的には農業振興というものを見据えた取組を

進めていくかということで地域商社も立ち上

がり、そしてまた香港に向けた取組も、昨年

２年目、そして今年３年目という形で一つの

成果を問われる時期にあるという中で、私は

香港戦略にしてもあるいはワイン、それに続

くブドウ、ナッツも含めて、マーケットイン

という戦略、そして市場をしっかり見据えた

取組、それによっていかに最終的には３次か

ら2.5次、２次、そして1.5次、最終的には１

次産業、この町の食としての魅力を潜在的に

持っているものをどういうふうに、それを今

後の産業展開につなげていくのかという視点

で関係者の方々が今取組を始めていただいて

いるというふうに考えております。楽観視も

しておりません。しかし、期待は非常に大き

いものがあります。町としてもそういったも

のをしっかりバックアップして、連携して鍵

となるのはやっぱり農商工、さらには観光連

携というところの取組に結実していくものだ

というふうに思っています。そういった意味

で、町にはいろいろ米、サクランボ、そして

多種多様なもの、例えば先ほどゴボウという

ふうな話もあったり、あるいはイチゴとか、

本当に産直でも非常に評価の高い農産物とい

うのがありますし、それを生産、今進めてい

ただいている農家の方がいらっしゃいます。

イタリア野菜にしても、やっぱりそこで出て

くるのはやはり米もやりながら、そしてサク

ランボをしながら、そしてイタリア野菜もと
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いう方々が多いわけです。農家としても複合

的に経営安定も考えなきゃなりませんから、

なかなかもう１本に絞ってというところも

様々な考え方があると思います。そういった

意味で、ちょっと長々と申し訳ありませんけ

れども、まずは何でナッツなのか、ワインな

のかという話もありましたけれども、そして

香港なのかということもあるかもしれません。

それは一つの、今チャレンジしている、スタ

ートし始めたところです。ここ２年、３年の

取組をしっかり、小さくても１つ、２つの芽

でもいいですから、これをしっかり花咲くと

ころまで応援し、そして町としてもコミット

すべきところはコミットして、そのコミット

という部分では、今日両課長答弁で申し上げ

ていますけれども、商工観光と、やっぱり農

林振興課、ここの連携というものも、すみ分

けじゃなくて、いかに協働プロジェクトとし

て役場としても考えていくかということにか

かってくるのかなと。やっぱりそこに対して

いろいろな取組を、小さくてもそこに成功を

見出すことによって人もついてくると思いま

す。若手の農家も、そしてまた地域商社の経

営を考える人もついてくると思います。ぜひ

どこを今目指しているのかということがなか

なか見えないということなのでいろいろご心

配いただいている、大変ありがたい観点から

の質疑というふうに私も受け止めさせていた

だいて、しっかり今後のつながり、そしてマ

ーケットイン、そしてプロダクトアウト、将

来的なつながりとして町の産業につながって

いくように、そういった思いで、楽観視はし

ていませんけれども、大いなる期待を持って

私としてこの取組は今後にもつなげていきた

いというように思っております。 

○阿部委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 いろいろとありがとうございました。 

   とにかく、イタリア野菜も何もなかったと

ころにイタリア野菜というふうな内容の商品

が根づいたというような内容がありますので、

私も一応応援はしたいというふうに思います

し、地域商社で多くの農家の人が、やはり年

収1,000万円ぐらいあればみんなやっぱり一

所懸命頑張るような形にもなると思いますの

で、夢をちょっと与えるような農業政策とい

うふうな内容も、とにかく実現していただけ

るようにお願いを申し上げて私の質疑を終了

いたします。 

   ありがとうございました。 

○阿部委員長 以上で、５番吉田芳美委員の質疑

を終わります。 

   次に、「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 ちょっとお待ちください。 

   ページ数は124、125ページの、ちょっとご

めんなさい、失礼しました、違う、こっちじ

ゃない、もう１つ前だ、96、97ページです。

大変失礼しました。農村環境改善施設費であ

ります。６款１項農業費の中にあります。 

   以前、これの施設について大分前になりま

したけれども、たしか木曜日一斉休みで、町

の体育館も木曜日が休みで、スポーツ関係者

が使うときに木曜日どこも開かないというの

はちょっと使いづらいというふうな話をして、

利用する、休みの日を変更した経過がありま

す。体育館は木曜日で、この施設は別な曜日

というふうに変えた経過があります。実はそ

のときも申し上げたんですが、なぜ西里、北

谷地、溝延にある３施設が同じ日に休まなけ

ればならないのか、利用する町民にとっては、

どこか１か所休みでも２か所が常に開いてい

るというのが使いやすいと、一度に３施設が

休むというのは、その曜日に何かやろうと思

った人にとっては非常にやりにくいというふ

うな話を申し上げた経過があります。現在、

令和２年度、この北谷地、西里、溝延の３施

設の開館、閉館、休館日について今どのよう
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になっているかお伺いします。その１点です。 

○阿部委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 西里、溝延、北谷地の各セ

ンターでございますが、12月の29日から31日、

あと１月の１日から３日、いわゆる年末年始

と火曜日が休所日となっております。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 火曜日に３施設が全て休むというの

は、いろいろ文化利用、体育利用、グループ

での利用をするときに、ちょっとやろうか今

日というときに、火曜日だったら３施設休ん

でしまうという、それだったら月曜日１か所、

火曜日１か所、水曜日１か所というふうにす

れば、体育館も含めて常に１か所、月曜日か

ら木曜日１か所休みでも３か所やっていると

いうのが、利用する側にとっては非常に都合

いいんじゃないかというふうに申し上げた経

過があります。でも、なかなかならない。そ

のときに、もう１回、もう１つ申し上げたの

は、火曜日に３施設が休みという状況の中で、

その３施設ともに避難施設になっている。も

し、万が一災害というのが火曜日に起きてし

まったら、３施設とも休みという状況の中で

避難所になっている。そういうときに困るん

じゃないかということも申し上げた経過があ

ります。そうしたら、令和２年７月28日、火

曜日だったんです。皆さん頑張ってちゃんと

やって、どなたにも亡くなった方がいないよ

うな形で一所懸命やってくださいましたけれ

ども、いみじくも火曜日に、３施設休みのと

きにそういう災害が起きたんです。ですから、

なぜ３施設が一緒に全部休まなきゃならない

のかと。町民にとっては使う、利用する人の

立場から見れば、どこか１か所休みでもあと

２つの施設が開いているというのが使いやす

いというふうに思うんでありますが、町の考

えとして、どうしても３施設が同じ日でなけ

ればならない理由というのはどこにあるんで

しょうか。 

○阿部委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 昨年というか７月28日、豪

雨のときは火曜日で、休所日でありました。

このときもセンターの開館、開所をしたわけ

ですが、職員が施錠担当いたしまして、そこ

にセンターの職員も電話等で連絡をして来て

いただいたということであります。休館日、

休所日だからという、夜中については、夜間

についてはどこの施設も閉じているわけであ

りますので、そのときには職員等で臨時に対

応していくということであります。ただ、今

各センター、３つのセンターが火曜日が休所

日となってございますが、各センターともに

情報共有、生涯学習課からの情報提供など、

情報共有なども行っておりますので、例えば

月火水となったときに、なかなか情報共有が

遅れてしまう等もございます。そんなことか

ら、今は火曜日ということで１日同日で各セ

ンター休所日になっているところであります。

なお、運動される方につきましては、町民体

育館が木曜日休館日でありますので、また交

流館の遊蔵は水曜日が休館日ということでも

あります。いろいろな町内の施設、有効活用

していただきながら、競技スポーツ、例えば

卓球ができるか、野球ができるか、バレーが

できるかというところではできない施設もあ

ろうかと思いますが、例えば遊蔵等で基礎体

力づくり、レクリエーションなどの日を設け

るなど、そういったことで１週間を通した施

設の利用なども考えていただければありがた

いかなというふうに思います。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 要するに、以前から当局のお答えは

管理する側にとっては３施設とも休みのほう

がやりやすいというお答えなんです。一体誰

のためにこの施設を建てたんでしょうか。管

理する側のために建てた施設ですか。町民の
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ために建てた施設ですか。そう考えれば、誰

が考えたって分かるでしょう。町民のためな

んですよ。町民が使いやすいようにするべき

なんです。管理しやすい、町の立場で管理し

やすいからという立場で物事を決めるべきで

はないと私は思います。私も選挙で町議に立

っているわけです。多くの人が選挙を経験し

ています。町長も選挙です。いろいろな市町

村の長も皆選挙をやっています。みんなが一

律同じことを言います。町民主役、県民主役、

住民が中心、県民のためのまちづくり、町民

のためにまちづくり、町民のためなんです、

施設というのは。町民が利用しやすいように

するためにつくるんです。町民のためにつく

るんです。管理する側のためにつくるわけじ

ゃないんです。なぜそこが分からないのかと

いうのが不思議なんです。町民が主役になり

ます。町民のためにつくるんですよ、施設と

いうのは。町民のためにあるべきなんです。

なぜ管理が優先するのか、町民よりも管理が

なぜ重いのか、管理する側の立場が最優先さ

れるというのが私はそうではないと、町民が

いつでもどこでもやれる、これは、休館は当

然、週１回は休まなきゃならないですけれど

も、そこをどうやって町民に使いやすいよう

にするかというのが町が考えるべきことであ

ります。自分たちの管理がしやすいように、

そういう曜日設定するというのは、私は方向

性として間違っていると、施設はあくまで町

民のためというふうに思います。一般質問に

類することというふうになると悪いので、以

上で終わります。あとは町のほうでこの決算

を通してどういうふうに今後判断するかは町

にお任せします。 

   終わります。 

○阿部委員長 以上で、４番佐藤修二委員の質疑

を終わります。 

   次に、「３番槙正義委員」 

○槙委員 昨日から今日にかけまして、同僚委員

の質疑がありました。私も町民のための地域

商社支援事業、それから町民のための、農家

のための６次産業などについて質疑をしよう

と思ったんですが、同僚委員がいろいろと質

疑をして、現状認識としてはこれしかないの

かなという認識でございますので、私として

は、私の質疑は終わります。 

○阿部委員長 以上で、３番槙正義委員の質疑を

終わります。 

   次に、「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 ３点質疑させていただきます。 

   １点目ですけれども、91ページ、６款１項

１目の農業委員会費、成果に関する調書では

100ページ、101ページであります。 

   農業問題というのはなかなか難しくて、私

も同級生から農地のことで、田んぼのことな

んですが、相談を受けました。おやじも死ん

で、自分の名義になっているんですけれども、

人に頼んでつくってもらっている田んぼが、

今年いっぱいでもう耕作できないということ

で言われていると。自分としてはもうつくる

気がないんだということで、どうしたらいい

かというような相談でした。なかなか難しい

問題で、農業委員会にやっぱり相談するしか

ないんじゃないかということになったんです

が、これを受けて、今回決算では成果に関す

る調書を見ると、100ページの農地法18条６項

による通知ということで合意による解約の通

知を受け、審査した件数ということで出てお

ります。令和元年度が81件の農地面積22.6ヘ

クタール、令和２年度が118件の35.4ヘクター

ルということで、かなり増えてきている。こ

れが最近の傾向なのかなと、徐々に増えつつ

あると。一方で、ここで解約したとしても、

逆に99ページの農地法３条の第１項で所有権

の有償無償による移転や、借地権の設定・移

転、あるいは使用、賃貸借の設定・移転とい
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うことで、耕作者、引き継いで誰かが耕作す

るということもあり得るかもしれないんです

けれども、なかなかそこまでというような現

状は難しいのかなというふうに思いますけれ

ども、実態どうなのか、まず農業委員会の状

況といいますか、こういった問題、今どうい

うふうに取り組んでいるのかお聞かせいただ

きたいと思います。 

   それから、２点目ですけれども、114、115

ページ、８款５項１目空き家バンク登録の調

査委託料ということで、成果に関する調書で

は139ページであります。空き家バンクの有効

活用を推進するためということで、山形県宅

地建物取引業協会と協定を締結し、空き家バ

ンクに登録申請のあった住宅性能等の確認、

調査を行ったということで、６件ということ

で、かなり解決といいますか、効果が目に見

えてあったと。一般質問などでも出ておりま

すけれども、いい結果だったのかなと思いま

す。 

   ただ、一方で、こうやって解決したことに

よって、空き家バンクの登録そのものが減っ

てきているということで、今日もちょっとホ

ームページ見てきたんですけれども、現在河

北町の空き家、谷地地区が売買物件で１件、

これが交渉中、それから北谷地地区が１件で、

これも交渉中、それから、賃貸物件では谷地

地区が１件で交渉中ということで、これだけ

になっていると。もしこれが、交渉が成立す

ればなくなってしまうわけですよね。もちろ

ん空き家バンクに登録する前に、課長も答弁

ありましたけれども、売買、あるいは契約が

なれば一番いいことなんですけれども、やっ

ぱりもうちょっと空き家バンクの登録数とい

うのも増やしていくという取組も必要なのか

なと思いますけれども、その辺の方策という

のはどう考えているのかお聞きしたいと思い

ます。 

   それから、３点目でありますけれども、116、

117、８款５項１目定住促進住宅費ということ

で、サン・コーポラス河北に関わる問題です。

現在120戸の管理戸数のうち、入居者数という

のはどうなのか、大分出入りが激しいようで、

いろいろな方が住んでいる、外国籍の方なん

かも住んでいたり、大変、管理も大変なのか

なと思いますけれども、今の入居状況という

のはどうなのかお聞かせいただきたいと。 

   それから、本当は、これは２款の総務費の

ほうで聞くべきだったんですが、自治体、自

治会加入率といいますか、特にアパートとか

なんかが、町内会に加入する方がなかなか少

ないといいますか、特にサン・コーポラスの

場合なんかはどうなのかちょっとお聞きしま

す。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 決算

書の91ページに係ります、農業委員会の活動

になります。農地を最適化して農地を耕作放

棄地化しないというようなことが農業委員会

の役割というようなことで認識しているとこ

ろであります。現在のところ、農地法３条で

貸し借りもできるわけでありますけれども、

今の、現在の流れとしましては、人・農地プ

ランで地域ごとに話合いをしまして、そこに

は農業委員会も入りまして行っているわけで

すけれども、中間管理事業をとおして担い手

のほうに農地を集積していくというようなこ

とが主な流れになってございます。農地法３

条でも貸し借りはありますけれども、担い手

のほうに集積をしていくというようなことが

あります。その中で、現在高齢化によりまし

て、農地を中間管理事業で貸す方が、事業の

成果としましては104ページ、105ページのほ

うの成果に関する調書のほうで説明をさせて

いただいておりますけれども、コロナ禍に経

営転換協力金などがありまして、田んぼを貸
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したりすることによって畑作だけ中心という

ようにやっていくということが、今現在の主

な高齢者の方のリタイアの姿というようなこ

とに、形になると思います。地域にそれぞれ

の、４つの地区に分かれて話合いはしており

ますけれども、その農業委員を中心とした方

で話合いを進めております。その中にもし農

業を辞めたいという方がいれば、その農業委

員を中心とした方に相談していただければと

いうふうに思っております。農地を耕作放棄

地化しないで、次世代につないでいくという

ようなことが農業委員会の役割というふうに

考えてございます。 

○阿部委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 決算書115ページに係りま

して、空き家バンクに関してまず最初に答弁

させてもらいます。 

   空き家バンクに関しては、今回一般質問で

もご説明したように、昨年度の実績は、結果

的には空き家バンクへの掲載という部分には

至っていないんですけれども、結果的には、

調査したおかげでいろいろ動きがあって、も

う既に空き家がほかの方へ所有が移ったり、

あるいは解体して更地になっているというの

がほとんどでありました。今現在残っている

ものが、空き家バンクのほうのホームページ

に残っているのが３物件、これはもう全て交

渉中というようなことであります。 

   空き家全体の総数としましては300強あり

ますけれども、そうした中で、以前の調査を

した折には、その空き家のほうの活用につい

てどういうお考えがあるのかというような部

分の中では、約半数ぐらいの方は維持ができ

ないので誰かに売りたいといった話などもあ

りましたので、全てが全て、全部が他人のほ

うに所有権を移したいという、今の所有者の

お考えではなくて、半分ぐらいはほかの人に

譲ってもいいのかなという希望数があるよう

な傾向が今も続いているものと考えておりま

す。そうした方には、やはり我々としてもぜ

ひ新たな活用方法という部分の中では、やっ

ぱり民民の売買というのがまず中心になって

くるのが一番いいんですけれども、なかなか

やっぱりこちらのほうにいらっしゃらない所

有者という部分もある中では、やはり行政側

のほうの空き家バンクの活用の中でそうした

土地の動きが活発になるような仕掛けという

ような部分では、固定資産の納付書のほうに、

そうした町のほうの仕掛けで土地の活用方法

が動かせる方法があるというような部分など

の周知などを進めていますので、そうした中

でぜひ活発な動きがあるように、我々は引き

続き努力をしていかなければならないと考え

ております。 

   続きまして、サン・コーポラスに絡んで、

今の入居の状況でございますけれども、全体

の管理戸数120戸に対して、今９月１日現在で

すけれども、86世帯の方が入居というような

ことになっております。割合でいきますと、

71.6％ほどの割合で、今現在入居の割合にな

っています。 

   以上です。 

○阿部委員長 「後藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 サン・コー

ポラスに関連いたしまして、サン・コーポラ

スの自治会の加入率というお話でありますけ

れども、地域振興総合交付金関係で町内会か

らいただいている町内会の決算書等から見ま

すと、サン・コーポラスにつきましては、全

世帯町内会自治会には加入しているという状

況にあるということであります。 

○阿部委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点目ですけれども、かなりやっぱ

りそういう相談が出てきているということで、

私もやっぱり農業委員会に相談して、できる
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だけ耕作放棄地にならないように耕作者を探

してもらうと、あるいは売買するにしても、

もうただ同然でもいいからそういうふうにや

っていったらいいんじゃないかということに

なったんですけれども。先ほど耕作放棄地と

の関係もありました。成果に関する調書の農

地の利用状況調査、農地パトロールというこ

とで、これは表がありますけれども、令和元

年度が畑、樹園地合わせて90筆、面積にして

8.5ヘクタール、令和２年度が101筆で9.4ヘク

タールということで、0.9ヘクタール増えてい

るということですね。これは情けないんです

が。最初、私覚えている限りでは、一番最初

に耕作放棄地調査をやったときは７ヘクター

ルぐらいだったのかなとちょっと記憶してい

るんですが、それからだんだんとやっぱり増

えてきているというのが現状なのかなと思い

ますけれども、この辺の対策といいますか、

なかなか、特に樹園地とかなんかは比較的新

規就農者なんかでやっていこうとかという方

も多い、畑なんかもそうですけれども、なか

なか田んぼというのが、さっき言ったように、

特に中山間地にあったりすると難しいし、宅

地にするのもなかなか難しいということで、

たとえ宅地にしたとしても売れるかどうかと

いうのも分からないし、その方は町に寄附し

たいということがあったんですけれども、や

っぱり農地のままではだめだし、宅地にする

のも難しいということで、非常に悩んでいる

というのが実態なんですけれども、この耕作

放棄地、年々増えているということに対して、

農業委員会としてどういった捉え方をしてい

るのかお聞きしたい。 

   それから、２点目ですけれども、空き家バ

ンクについては私も固定資産税のときの町の、

必ず一緒に入ってきますよね、今回のは空き

家バンク制度の協力についてということでフ

ローチャートがありまして、さらに寒河江西

村地区における空き家相談会の開催なんてこ

とで案内もあります。連絡先ということで募

集していると思うんですけれども、区長会な

どでも、なかなか区長会そのものが開けない

みたいな、コロナでありますけれども、もう

少しやっぱり徹底して空き家を、有効活用と

いう点で、ぜひ登録なんかも促す必要がある

かと思いますけれどもいかがでしょうか。 

   それから、３点目ですけれども、100％加入

しているということでありました。以前、そ

この区長さんをやっていた方から、なかなか

町内会費が集まらなくて、相当滞納が進んで

いて、どうしたらいいかなんていう相談も受

けたことがありましたけれども、なかなかそ

の辺は任意加入ということなので、なかなか

町がどうのこうのという問題ではないんで、

そこはちょっと町内会のほうでやってもらう

しかないということだったんですけれども、

いずれにしても、サン・コーポラスについて

は100％ということでしたけれども、民間アパ

ートではやっぱり町内会でそもそも自治会に

入れないという町内会もありますし、アパー

トに入っていても小学生とか学校に通ってい

る子供さんがいる場合は町内会に入っている

というような、それぞれの対応がまちまちな

ようなんですけれども、こういった町内会に

入っていないところは、広報かほくとかそう

いった文書類をいちいち封書に詰めて郵送す

るということで、我々も議会だよりをつくっ

たときに、一緒にそういった町の配付物と一

緒に議会だよりを詰めるという作業をやった

ことがありますけれども、かなり大変な。今

は委託しておりますけれども、そういった形

で通信運搬費というのもかなり増えてきてい

るのかなと思いますけれども、この辺の通信

運搬費と町内会の自治会の加入の関係、それ

ぞれの町内会で加入率なんていうのは調べた

ことがあるのかどうか、そこについてお聞き
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します。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 農業

委員会の活動に関わって、農地の貸し借りの

ことでありますけども、耕作放棄地について

は、成果に関する調書のほうの101ページのほ

うに説明書きを書かせていただいております。

この中で、令和元年度と令和２年度の比較で、

令和２年度が増えているというような状況で

ございます。農業委員会としましては、農地

が荒れる前に農地を貸出しして、農地をつな

いで耕作をしていくというようなことで努め

るということが重要なのかなと考えておりま

して、人・農地プランなどでも農地をつなぐ

ような形で話合いを進めているというような

ことでございます。一度荒れてしまうとまた

整地、耕作できるような田んぼ、畑にするに

は相当の努力が要るというようなことで、荒

れる前に貸し出しをして農地をつなぐという

ようなことを努めているところでございます。

農地につきましては、どうしても生産をする

上で水と関わりが重要でございます。その地

域の水回りといいますか、水路の習性があり

まして、その地域では地域の特徴があって、

特に中山間部であれば、特にその水路の水の

流れがそこの地域の人でないとなかなか分か

らない部分がありますので、平地の方が山間

部のほうに行くとなかなか難しいというよう

な状況でありますので、その地域の中でつな

いでいくということが一番重要ではないかと

いうふうに思っております。その中で、農業

委員会の農業委員を中心にしまして、農地を

つないでいくというような活動をつなげてい

るところでございます。 

○阿部委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 空き家バンク制度のさらな

る有効活用についてということで、やはり所

有者の方への周知というのが一番だと思いま

すし、そういった理解を深めるという部分が

あります。今現在は、固定資産税の納付書の

ほうにパンフレットというような形で、やは

り町内の方だけでなく県外の方までいらっし

ゃいますので、そうした方法がまず一番とし

て全体に、所有者に伝える方法としてはいい

わけですけれども、さらなる周知方法につい

ては、いろいろな情報媒体などを研究しなが

ら引き続き、空き家バンク制度の周知でそう

いったものをさらに利用が推進されるように

ということで、いろいろ考えてみたいと思い

ます。 

○阿部委員長 「後藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 町内会の加

入率というようなことですが、区長会担当は

総務課でありますけれども、これまで調べた

ことはございませんが、町民課の窓口のほう

で、税務町民課の窓口のほうで転入等された

場合に、広報等につきましては直送してくだ

さいと、直接送ってくださいというような手

続きを行います。お聞きしております。また、

その折に、同じことでありますけれども、そ

ういったお知らせ等は不要ですというふうな

ことをおっしゃる方もいらっしゃいます。そ

の方のリストというのが区長発送等のときに

直送に活用するわけですけれども、それを見

ますと、アパートの方がほとんどであります

けれども、若干町内会、町内会といいますか、

アパートではない住宅の方もいらっしゃるわ

けですけれども、そういった件数から見ます

と、ちょっと乱暴な考え、大ざっぱな考えで

はありますけれども、そういった直送世帯と、

あとはお知らせが不要だという世帯合わせま

すと、およそ全世帯の９％弱ぐらいの数字に

なっておりますので、未加入率というふうな

ことであれば、その数字に近いのかなという

ふうに考えてございます。 
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○阿部委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点目については、本当に、ますま

す農業委員会の果たす役割というのが大きく

なってきているのかなと思いますので、でき

るだけやっぱり耕作放棄地が増えるようなこ

とがないように、担い手も新たな新規就農者

も含めて、増えるように、大変な問題ですけ

れども、取り組んでいただきたいというふう

に思います。 

   それから、２点目については、毎年同じよ

うな空き家バンク制度の案内なんですけれど

も、もうちょっとこういう事例がありました

と、こんなことでこういった売買があったと

か、少し魅力を感じるようなチラシなんかも

必要なのかなと思うんです。前に厚生文教常

任委員会で宝達志水町に行ったときに空き家

対策ということでちょっと資料をもらってき

たんですが、こういったチラシをつくってい

るんです。空き家を所有している皆さん、置

いておくだけではもったいない、空き家バン

クへ登録しませんかという形でいろいろな条

件、入っております。ちゃんと裏のほうには

登録申込書というのもつけてやっているわけ

です。こういった形で毎年同じような形の中

で、こういった、多少ちょっとお金もかかっ

ていますけれども、こういったチラシなんか

もつくっていただいて登録者を増やすという

こと、努力をしていただきたいと思います。

ぜひ参考にしていただきたいと思います。 

   それから、３点目ですけれども、加入率調

査って１回やってみる必要があるのかなと。

もちろん任意加入なんで、強制というのはで

きないんですが、特に民間アパートが町内会

に入っていないと。仕事で土日はほとんどい

ないとかという方も多いと思うんですが、そ

ういうところに限って表札なんかは全然ない

んです。誰が住んでいるかが分からないみた

いな、隣が。私、一番心配するのは、やっぱ

り災害時のアパート、そういう誰が住んでい

るかが分からないのに避難とかそういったこ

とが問題になってくるのかなと思うので、ぜ

ひ、この問題はかなり深い問題ですけれども、

入居率も含めてこういった対策を進めていた

だきたいと思いますがいかがでしょうか。そ

れで、９％ということで、直送世帯がかなり

増えてきていると。通信運搬費もやっぱり

年々増えているのかなと思うんです。特に、

私心配なのは、最初からお知らせ要らないと

いう方がなぜなのかと。やっぱり広報かほく

なんかは非常に重要な情報が含まれているし、

見落とすと、損得ではないですけれども、こ

んな制度があったのに知らないでいたとか、

いろいろお知らせがありますから、やっぱり

しっかりと知らせてもらうということで、ち

ょっとその辺もぜひ直接届くような、郵送で

なくて、要らないという方もなかなか問題だ

と思いますけれども、その辺の対策というの

はどうなのか。 

○阿部委員長 「後藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 町内会の加

入率に関しまして、お知らせ等の要、不要と

いうようなことでありますけれども、いろい

ろな考えの方がいらっしゃいまして、不要だ

というようなことではあるけれども、例えば

防災関係、ごみの日程とかそういった関係は

くださいという方もいらっしゃいますので、

何とも個人のお考えは分からないところがあ

るんですけれども、町内会の加入に関しては、

委員おっしゃるとおり防災というふうな観点

と、あとは地縁、地域の力、地域の活力低下

というふうなことにつながるわけですので、

強制ではありませんけれども、おすすめはし

ているというようなことでありますけれども、

最終的にはご本人の考えだというようなこと

でありますが、防災というふうな観点が非常
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に大きいと思われますので、加入をしていな

い方にも情報が伝わるような工夫は、そうい

った工夫を見つけて何とか対処していきたい

というふうには考えております。 

○阿部委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 ぜひ区長会もコロナでなかなか開け

ないんですが、こういった問題も相当区長さ

んも問題というか、悩んでいる方多いかと思

いますので、こういった解決方も含めて区長

会などでも話合いしていただければと思いま

す。 

   以上で終わります。 

○阿部委員長 以上で、２番齋藤隆委員の質疑を

終わります。 

   以上で、５款から８款までの質疑を終わり

ます。 

   続いて、９款から14款までの質疑の通告を

求めます。 

   （２番、４番、５番、６番、８番、９番、

10番、12番通告あり） 

   確認します。２番、４番、５番、６番、８

番、９番、10番、12番。落ちありませんか。 

   落ちなしと認めます。 

   ここで、10時45分まで休憩といたします。 

     休 憩  午前１０時３０分 

     再 開  午前１０時４３分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   ９款から14款までの質疑を行います。 

   最初に、「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 124ページ、10款２項１目教育、小学

校の管理費からで、これはちょっと議案調査

でも申し上げました。要するに、町の予算と

ＰＴＡの予算の線引きといいますか、それに

ついてお伺いしました。そこから返ってきた

答えがこうであります。当初町の予算は当初

予算要求前に各学校から要望を出してもらっ

たものを予算に反映していると、ＰＴＡはＰ

ＴＡの運営に関わる経費、子供たちの還元に

関わる経費、環境整備、その他学校裁量分と

して給食用具や体育用具の購入（主に金額が

少額のもの）とこういうように書いてあるん

ですが、ここがちょこっとよく分からない。

学校裁量分として給食用具や体育用具の購入、

主に金額が少額のものってどういう意味なん

ですか。私は基本的に金額が少しであれ多く

であれ、教育に関わるものはやっぱり町の予

算で買うべきものと、こういうふうに基本的

に思っているんですが、そこについての整合

性をお願いします。 

   次、132から133ページ、10款４項４目の文

化財費についてであります。文化財のほうと

して看板を２つ立てました、新しく。前にも

ちょっと今回の議案調査でない、以前の議案

調査にも看板を立てると言った担当課のほう

には私申し上げたんですが、ぜひ看板にルビ

を振ってほしいということをお願いして、当

時の課長は分かりましたとこういうふうに言

ったんですが、議会で言っていませんので、

全部の課長さんに言っていなかったので、今

ここ改めて言わせていただきます。この、今

回つくった２つについてはちゃんと漢字には

ルビを振ってありますか。あるいは、文化財

としての町内にあちこちかなりいろいろ看板

があると思うんですが、それらの実態はどの

ようになっておりますか。 

   次、136・137ページの10款５項３目スポー

ツ振興費の中の、各種大会の激励金について

であります。これも議案調査で実態は分かっ

ています。３人に対して１万5,000円、１人に

5,000円ずつ激励金としてお上げしたという

んですが、これは、この金額分かりますので

答えは要らないです。町の考えとして5,000

円というのは今の時代に即する金額なんでし

ょうか。即しているんでしょうか。私は激励

金として5,000円というのはちょっと足りな

いんじゃないかなと。せめて最低１万円ぐら
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いはあげなければ、町の姿勢として全国大会

に行く子供に激励として頑張ってこいという

のにはちょっと5,000円というのは少ないん

じゃないかなと思います。これは、5,000円と

しかここでは返ってこないから答えは要りま

せん。私も西村山の小学校バレーボール連盟

の会長をしていますが、昨年も１チームが全

国大会に行きました。たった10万円、20万円

の予算で運営している私たちの会でも１万円

していますよ。120億円の町が5,000円ですか。

今の時代に即していない。今後ぜひ、このこ

とについて答えは要りません、検討をしてほ

しいと思います。 

   次に、給食センター、同じページです、給

食センターの残菜についても質疑、議案調査

で質疑やりました。もう一度ここで残菜はど

のくらい残ってどういうふうに残っているの

か、傾向としては増えているのか、そして残

菜が出たときの対応をどのようにしてらっし

ゃるのかについて、以上、今４点申し上げま

したけれども、答えは３点で結構ですので、

よろしくお願いいたします。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 初めに、10款２項１目につ

いて、学校管理費の中で町の予算とＰＴＡ会

費の線引きがどのようになっているかという

ご質問ですけれども、町の予算につきまして

は、当初予算要求前に各学校のほうから要求

を出してもらいまして、各学校で必要な消耗

品や備品等に対して要求を出してもらい、そ

の予算を反映して学校のほうに配当を行って

おります。ＰＴＡ会費のほうなんですけれど

も、学校のほうでＰＴＡ会費のほうも予算の

ほうがつくられておりますが、総務費、生活

指導費、文化研修費、整備費、保健体育費、

活動費、予備費ということで、ＰＴＡ会費の

中で予算が組まれております。その中で、保

健体育費の中に給食用具費ですとか、体育用

具費というのが含まれております。学校のほ

うでは、そういった中から急に必要になった

ものですとか、そういったものについてＰＴ

Ａ会費のほうから支出をしているというふう

に伺っているところです。 

   あと、給食センター関係で残菜についてで

ございますけれども、令和２年度についても

コロナの影響ということもありまして、残菜

については増えているというような状況にな

っております。これまで縦割り班で給食を楽

しく食べていたということから、学年、単学

年で黙食というふうに楽しい給食ではなくな

ったといいますか、そういった状況の中で食

欲が出ない子供さんも多くなったというふう

に伺っております。これにつきましては、残

菜の多い学校の給食主任の方には残菜の状況

を提示しまして、声がけ等を行ったりですと

か、あと栄養教諭のほうが食育授業の中でそ

れについて指導を行ったりしております。授

業については自分たちの残菜の多さに驚いて

いたと聞いております。刺激になったんでは

ないかと思っております。 

○阿部委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 133ページの文化財保護費

の中で、土木工事の看板設置工事でございま

すが、２つしております。１つは天満の熊野

神社の看板設置工事、あともう１つが東林寺

と白鳥十郎長久の供養塔の２つであります。

それぞれ新規ではなく更新でありまして、天

満熊野神社については平成８年に看板を設置

したものの更新であります。東林寺と白鳥十

郎長久の供養塔については平成13年に設置し

た看板の更新であります。それぞれ腐食、あ

るいは見にくくなったということで看板の設

置を、更新をしたところでありますが、この

当時であればルビを振ってありました。この

２つについても読みにくい言葉、当時の言葉

で読んでほしいというものについては、全て
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ルビではないんですが、必要なものについて

はルビが付されているところです。ただ、そ

の前の物となりますと、昭和の時代、あるい

は平成の初期であると、時代的なところもあ

るのかもしれなせんが、必ずしもルビが振っ

てあるというものではないというふうにも見

ているところです。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 学校のＰＴＡ会費との線引きの中で、

体育用具を買うという、これ見ますと、サッ

カーボールとかＰＴＡ授業で使うわけではな

い、やっぱり学校の教育で使うサッカーボー

ルじゃないかなと思うんですが、そういうの

がなぜＰＴＡ会費で買わなきゃならないのか、

学校の授業で使うものであれば当然学校予算

でなければならないんじゃないかというふう

に思います。また、給食の中では、テーブル

を拭くタオルとか、そういうのも買っている

ようですし、衛生用品としてマスク、その他

そういうのも全部ＰＴＡで買っているようで

すが、ＰＴＡの保護者がするマスクを買って

いるわけじゃないでしょうし、なぜ学校の予

算でしっかりこういうことにならないでＰＴ

Ａの会費に頼らなければならないようなこと

になっているのか。それとも学校の予算、急

に必要になったらＰＴＡのやつで買っている

というけれども、急に必要になっても必要な

分ぐらいの余裕も全然ないぐらいの予算しか

学校に配置していないのかどうか、当然学校

教育上必要なものは教育費で買うべきという

ふうに思います。 

   次に、残菜でありますが、不思議に思った

のは、議案調査でもやっぱりそのようなお答

えです。学校で縦割りがなくなった、あるい

は給食の指導をしていると。ところで、その

給食、残ったということについて調理をして

いる会社に対してはどのようなことを指導と

いう言い方もおかしいのかな、残っている傾

向だとか、こんなに残っているんだとか、調

理するほうに対してはどういう対応をしてい

らっしゃるんですか。 

   それから、看板についてであります。これ

は全部の、全課にわたって、ここにいる皆さ

ん、あるいはここ議会含めて漢字読めない人

はいないです。大抵の看板ほとんど読めます。

しかし、町民の中にはなかなか読めない、漢

字を読めない人たちもいます。精神障害を持

っている方も、知的障害を持っている方もい

らっしゃいます。あるいは、ちっちゃな子供

さんもいます。そういう関係者と話すと、そ

ういう方に優しく看板にしっかりルビを振っ

てほしい、だけどなかなかルビを丁寧に振っ

てくださる市町村ないのよという話がありま

した。誰にでも優しいまちづくり、誰にでも、

どんな人にも優しく手を差し伸べる町として、

ぜひ看板にしっかりルビを振るという体制を

取っていただきたいと思います。これについ

ては、担当課だけじゃなくて全部の部分もあ

りますので、町長答えてくれるかな、お願い

します。 

   それから……、それで、その３点について

お答えをお願いします。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 残菜についてですが、調理

業者の方にも残菜については、残菜が増えて

いるというような状況についてもお知らせは

しております。それにつきましても、量の調

整を行ったりですとか、なるべく残菜の量を

減らすよう努めていただいているというよう

な状況です。 

○阿部委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 生涯学習課関連の看板だけ

でなくということでありましたけれども、今

回決算ということで生涯学習課の文化財保護

費の中の看板のご質問でありますので、ここ

で回答の中で全体的な共有ということでさせ
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ていただければと思いますが、時代によって

やはりルビがなかった時代もありましたので、

近年といいますか、ここ10年、20年近くの中

ではルビは振っているような状況にあるのか

なというふうに考えております。今後とも、

よく小学校４年生が読めるようなというよう

なことも聞いておりますので、誰もが、全て

の漢字にということになるのかどうか、そこ

も協議が必要なところとは思いますが、でき

るだけ分かってほしい言葉、文字というもの

を正確に伝えるような努力、工面をしていけ

ればというふうに考えております。 

○阿部委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 生涯学習施設の話もございましたけ

れども、職員の仕事の管理面ということも、

最終的には町民のことを考えた仕事というこ

とで進めているかと思います。ただいまのル

ビの振り方ということも含めて、町民目線に

立ったサービスというものを職員としてどう

いうふうにしっかり、そういう目線で仕事を

進めていくかということを組織一丸となって

取り組んでいきたいと思います。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 ルビについては分かりました。今後

誰にでも優しい町という体制でお願いしたい

と思います。 

   あと、教育費については、もう１回、よく

各小学校のＰＴＡで全部ＰＴＡの決算書つく

っているでしょうからチェックしていただい

て、本来これは町で見るべきものなのか、Ｐ

ＴＡでいい予算なのかをもう１回しっかりチ

ェックして、教育に係る部分はしっかり町で

予算化していただきたいということを申し上

げて、これはいいです。 

   給食についてでありますが、残菜があると

調理するところにも量的なところで話合いし

ているということでありますが、私が一番申

し上げたいのは、量の問題じゃないんです。

調理そのものです。残ってきたら、やっぱり

調理する側でも食べているでしょうから、こ

れは子供たちにとってどうだったのか、この

調理が子供たちにとって好まれたのか、これ

をどうすれば子供たちは食べてくれるんだろ

うかということを常々やっぱり研究していた

だいて、やっぱり調理次第だと思います、残

すも何も。やっぱりこれはちょっと味が薄か

ったなと、子供たちには今日のは薄かったか

ら残ったのかなとか、こういうものはあまり

子供は好まないんだなとか、年齢、年代によ

っても、子供の、大分昔から見ると今はまた

食べ物も大分変わってきたというか、そうい

うところもありますし、やっぱりそういう意

味で、残ったところを調理する側がしっかり

検討していただいて、次の調理に生かしてい

ただきたいです。そういう努力をするように

指導してほしい。このことを申し上げて私の

質疑終わります。 

○阿部委員長 以上で、４番佐藤修二委員の質疑

を終わります。 

   次に、「10番木村章一委員」 

○木村委員 118ページ、９款１項４目水防費であ

ります。令和２年７月豪雨対応についてここ

でお聞きいたします。 

   災害対策という対応がなされて最上川全域

の水害対策が取り組まれております。その効

果を大いに期待しております。しかし、課題

が、見通しが立たない課題がいくつか残って

おります。その１つは、槙川の内水対策、田

井地区と谷地工業団地を守る排水機場設置、

これを求める地元の協議会なども設置されて

おりますけれども、どんなふうになっている

かというめどが明確に立っていないという状

況にあります。さらに、押切地区の排水機場、

これは復旧という点では直ちに取り組まれて

おりますけれども、さらに能力をアップする

と、排水可能水位を、今現状、これまでより
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はずっと何メートルか上まで排水させるとい

う吐出水槽を追加する必要があるんですが、

そのことについてめどが立っていないと。さ

らに、荒小屋地区の最上川と白水川の合流点、

白水川堤防からの基盤漏水対策、これも取り

組まれていない、こういう課題が残っていま

す。特に、荒小屋地区の堤防からの漏水につ

いては、地域の方から写真とか資料をいただ

きました。これをご覧いただけますでしょう

か。これは、７月29日です、29日の早朝撮ら

れた一連の写真なんですが、排水機場、荒小

屋排水機場のすぐ隣の川の中にあるところで

一番上まで、ごみがついておりますけれども、

そこまで水位が来たと。その後、最上川本流

のほう水位が下がり始めていたんですが、こ

こ、白水川はどんどん水位上がり続けていた

のが白水川上流で両岸に溢水していたんです

けれども、荒小屋ではない側の堤防が、まだ

補強工事を進めていたけれども補強になって

いない側に、両方ともそうだったんですが、

そちら側に堤防が壊れて、それで、その後水

位が下がり始めたと。１回排水を諦めていた、

先ほど申し上げたような、吐出水槽からも水

があふれるという状況なので、もうこれ以上

排水しても意味がないというようなことで諦

めていたのが、水位が下がり始めたんでもう

１度排水を始めて荒小屋地区、冠水を免れた

と。一、二軒の床下浸水で済んだという状況

でした。これは、そのときの状況で、溢水し

てきた水が排水機場のところに流れてきた、

色が茶色の水が流れてきているという状況で

す。同じ時間帯に堤防の下、合流点の白水川

の堤防下はこんなふうに澄んだ水が、基盤か

ら通してきた漏水があふれてきている、こん

なふうにきれいな水が荒小屋地区のほうにし

み出していたと。これも、場所は違うんです

が、同じようにきれいな水が荒小屋のすぐこ

ちら側、右上側ですか、そうです、右上、こ

ちら側に住宅があるんですが、そこにやはり

しみ出していると。こんなふうに明らかに堤

防下からの漏水があったというような、そう

いった状況を示す写真をいただきまして、こ

ういったことを、いずれのこの３点について

町として、国、県も関わる大きな仕事であり

ますが、町としてしっかりと認識されていて、

しっかりと取組をされている状況について説

明を求めたいと思います。 

   さらに、この水害の記憶が新しいうちにお

宅ごとの防災計画、マイタイムラインですね、

このつくり方をスタートしなければいけない

と思います。それをスタートしているかどう

かお聞きしたい。私も水害を受けたんで、情

報というか状況をよく認識しておればもっと

水害の被害を減らすことができたかもしれな

い。大事なものはちょっと上に、何メートル

か上げておくとかすると、もうちょっと苦労

しなくて済んだなみたいなのをつくづく思う

ところがあって、そういった情報を本当に来

る可能性があるんだという認識皆さんしまし

たから、そういった中での各お宅ごとの防災

計画づくりというのを今のうちに進めていた

だくなんていうことが必要ではないかと思い

ますがいかがでしょうか。 

   次に、124ページ、10款１項７目、全教室に

エアコンが設置されましたけれども、オープ

ン教室などもあって、効果どうなんだろうと

いう議論一時ありましたが、その後利用され

てどんな状況なのか、さらに電力消費などに

ついても、電源を強化するとかありましたが、

その電力消費はどうだったのかについてお聞

きしたいと思います。 

   次に、124ページ、10款１項９目ＩＣＴ教育

推進費、各端末の設定を取り組んだというこ

とですけれども、教員と全児童生徒が使える

ようになっているのか、各自宅での状況なん

かもそれぞれ調べて取り組まれていますけれ
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ども、どんな状況かお聞きしたい。 

   126ページ、10款２項２目、既に一般質問の

議論などでコロナ禍で学校の存在の大きさを

実感したというふうに教育長がおっしゃって

おりました。令和２年、３年と続くコロナ対

策の中での授業でご苦労なさっておりますけ

れども、子供たちにどんな影響が出ていると

いうふうに把握されているか、対策をどうさ

れているか主なところをご説明いただければ

というふうに思います。 

   以上、お聞きします。 

○阿部委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 水防関連で、治水事業に関

わるようなお話でしたので、私のほうからハ

ード関連に関しては説明させていただきたい

と思います。 

   まず、最初に水害対策に対しての見通しで

町としての認識についてというようなことで、

まず、１点目が槙川のほうの内水処理に関し

ての対応の考え方ですけれども、やはり水門、

これは国のほうが管理する水門、槙川のほう

の合流地点にありますけれども、それを一旦、

昨年のような大雨で増水して閉塞すれば、や

はり南西側のほうにたまる部分の水をどう、

いかに処理するかというのが大きな課題であ

ります。いろいろな方法については、これは

国のほうに、あるいは県のほうにということ

でいろいろお話ししている中で、地域の方々

のほうからもあそこに排水機場をつくってい

ただきたいというような要望などもいただい

ております。それもベースに起きながらです

けれども、内水の処理をいかにどう、うまく

水害から地域を守るかという部分では特に県

のほうを中心に、町のほうとしては要望など

を進めながら、次年度以降に速やかに事業が

着手できるようにということで強い意向を町

のほうからも河川担当のほうにもお話を申し

上げているところです。まだ、今のところど

ういった見通しという部分がついておりませ

んけれども、町としては継続して今の現状の

課題というものを認識しながら進めていかな

くてはならないと考えております。 

   あと、押切地区の内水関連でございます。

今現在改良区さんのほうの施設管理でありま

す排水機場に関しては原型復旧というような

ことで今整備を進めているさなかでございま

すけれども、いずれにしましてもそれができ

たといっても、やはり水門を閉めれば最上川

に上がる工夫をどうするのかと、上げる工夫

ですね、それは課題です。木村委員のほうは

吐出水槽というようなことをご提示いただい

ていますけれども、それ以外のやり方もある

のかどうか、そういったものを研究するため

に、実は今年９月の補正にそこの内水処理を

どういうように対策するかというような部分

は防災のほうに予算計上して、今後どういう

ふうに結びつけていくか、課題に向けてとい

った部分は進めている状況、町としても認識

しながら進めている状況であることをご説明

させていただきます。 

   あと、荒小屋地区のほうの漏水対策につい

てでございます。こちらについては、地元の

ほうからもそういった、今ご提示いただいた

ような写真なんかも県のほうにも資料提供し

ながら個別に地元としての要望活動もされま

したし、あるいは町のほうでも今現在、昨年

度からですけれども、既に要望活動を実施し

ております。今白水川のほうの、そういった

漏水対策のほうの事業の進捗でございますけ

れども、そちらのほう具体的な事業は進んで

いるさなかでございますけれども、昨年度は

松沢インターから下流側の両側のほうの両岸

のほうの築堤は終わりました。築堤関連では

松沢インターの上流部分、昨年溢水して長瀞

地区のほうでかなり水が、浸水箇所があった、

その上流部分については今年度から来年度ま
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で及ぶかどうか見通しがはっきりしないよう

ですけれども、急ピッチで今築堤整備のほう

は進めているさなかと聞いております。そう

した中で、そういった漏水以外の築堤に関し

た部分は早急な対応で、県のほうの事業です

けれども、今進めているさなかというような

ことです。あと、一方漏水に関してでござい

ますけれども、漏水に関しては今年度、令和

３年度に浸透流解析調査、要するになぜ漏れ

ているのかを解析する調査ということですけ

れども、そうしたものを今実施中です。さら

に、地質調査も実施しております。そうした

中で、そういった解析、あるいは地質を見据

えた中ですけれども、今年度中には次年度以

降に結びつける工法検討まで今年度は進める

と、来年度からは具体的な事業化に向けた設

計などを加えながらそういった漏水対策のハ

ード対策というものを結びつけていきたいと

いうような部分で県のほうから情報をいただ

いているという状況です。まだ見通し、いつ

まで漏水対策のほうができるかというのはま

だ明言できないといった状況ですけれども、

漏水関係に関しては着実に進んでいる状況だ

ということをご報告申し上げます。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 私のほうからマイタイムライ

ンについてどのように考えるかというご質問

に対してお答えしたいと思います。 

   タイムライン防災行動計画につきましては、

前段町としてのタイムラインは今年の３月に

作成いたしまして、ご紹介申し上げていると

ころであります。おっしゃるとおりマイタイ

ムラインにつきましては、これを各個人、あ

るいは各世帯に落とし込んでそれぞれの立場

で防災行動を考えていただくという計画であ

るという認識はしております。町としまして

は、マイタイムラインということもそうです

けれども、前提としては今年度町内会版のタ

イムラインということで力を入れてまいりた

いと考えまして、防災専門員も任用した中で

働きかけを進めているところであります。併

せて、マイタイムラインにつきましても、今

申し上げたように町内会版を優先したいとい

う考えではございますが、山形河川国道事務

所との連携の中で、具体的には、例えば５月

の水防訓練のあと、第２部のようにして押切

地区の方々を対象に実施した講演会でありま

したり、あるいはまるごとまちごとハザード

マップを押切地区と田井地区のほうで更新設

置いたしましたけれども、その際の田井地区

における説明会であったり、こういう場所で

マイタイムライン策定の説明をしていただい

たりしております。また、ほかにも町独自で

私であったり防災専門員であったりが要請に

基づいていろいろな講演会、講話のような機

会をいただくことがあるんですが、相手方の

要望もあって、必ずしもというわけではない

んですけれども、そういう際にもマイタイム

ラインなども意識したお話をさせていただく

こともございます。優先順位をつけながらと

いうことではありますけれども、こういった

ソフト面での取組も進めてまいりたいという

ふうにしているところでございます。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 124ページ、10款１項７目の

ことですけれども、エアコンのほうですけれ

ども、エアコンにつきましては、教室側とあ

とオープンスペース側、こちら２台ついてい

るというような状況になっておりまして、オ

ープンスペース側のほうにもエアコンが設置

されているというようなことで不自由といい

ますか、そういったことは生じていないとい

うふうに承知をしております。 

   あと、エアコン設置したことによっての電

力の消費量につきましては、令和２年度につ

きましては、令和元年度より約300万円ほどの
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増というふうな状況になっております。 

   あと、124ページ、10款１項９目ＩＣＴ推進

費について、タブレット等の利活用状況につ

いてであります。タブレット等につきまして

は、各学校によって時期は異なりますけれど

も、４月から７月に児童生徒にタブレットの

ほうは配付をしている状況です。こちらにつ

いての活用の状況ですけれども、例えば体育

でありますと運動の特徴をとらえて生徒同士

で動きを撮影して動画を撮影したり、あと生

活科においては、種をまいてから植物の育ち

を写真で撮影してデータを積み上げていくこ

とで成長の過程を何度も見ることができたと

いうふうになっております。あと、またｅラ

イブラリを使って個別の学習進度を確かめて

いるということ、また、今回臨時休校となっ

た際には学校に来られない生徒たちも健康観

察ですとか、学級活動での班決め、それをタ

ブレットを使って行った、そのようにも伺っ

ております。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 ３つ目、３つ目でなくて126ページ

のコロナ禍においてという質問にお答えいた

します。 

   やはり、各学校の声を聞きますと、コロナ

禍において各行事が従来のようにやれないと、

つまり縮小した形でやっているということで

あります。それで、そういったことで、やは

り従来のような、例えば大声を上げて応援す

るとか、そういったことができないとか、あ

と接触できないのでかなりそういった運動面

でも制限されるとか、あるいは旅行、修学旅

行につきましても何度か計画するんだけれど

も立ち消えになってしまうとか、そういった

ことで、やっぱりストレスが非常にたまって

いるということがうかがえます。あと、先ほ

どもありましたように、給食においても黙食

だということで、従来の楽しい給食ではない

ということで、それが残飯の増加につながっ

ているだというようなことも聞いております。

そんな中で、やはり子供の負担感を把握する

ということ、これを大事だなということで努

めているところであります。また、過日申し

上げましたように、保健室へ訪れる子供に対

しては、やはりヘルスカウンセリングなんか

を重要視して個々の精神状態を把握しようと

いうことで努めております。やはり、学校の

役割として、友達とじかに会える喜び、これ

が非常にやっぱり大きいというふうに感じて

いるところであります。今課長からもあった

ように、このたびの休業の中で、そういった

タブレットを活用して顔の見える健康観察な

んかも行えるようになりました。そういった

ところも活用しながらそういった課題に取り

組んでまいりたいというふうに思っていると

ころです。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 各災害対策としての取組、ぜひ、本

流のほうは、驚きましたけれども、災害対策

というふうな対応になると非常に動きが早い

ということで、堤防がないところ、無提区間

に、堤防、もう何十年かかるのかなみたいな

取組だったのが一気に進むと、この流れに、

先ほど申し上げた槙川の内水対策とか、押切

排水機場の対応などもその流れから外れない

ように、ぜひしてもらいたいと。荒小屋地区

も動きがしっかり出てきていると、地元の荒

小屋地区のこの写真を提供してくれた方など

は、ずっと以前からそういう問題を認識して

いてずっと取り組んできたけれども、行政、

国、県、町の対応が非常になかなか動かない

というふうなことで、非常に苦労してきたん

だけれども、こんな動きが新たに出てきてい

るということは非常に期待ができると思いま

す。ぜひしっかりと、緩めずに取り組んでい

ただきたいと思います。 
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   それで、マイタイムラインなんですけれど

も、町としておすすめの水害対策のひな型み

たいなもの、それから自分用のやつを選んで

いく、必要なところにちょっと書き込むみた

いな、そういうのがあると非常にいいんじゃ

ないかと思うんです。そういったものはある

かどうかお聞きしたいと思います。 

   エアコン設置については、分かりました。

消費電力として、全校で300万円の増という電

気料金の程度ということで分かりました。 

   ＩＣＴについては、本来のＩＣＴのうまい

使い方という点では、先に予測を超えてこれ

もタブレットが全員に配られるというような

状況が先行したということだと思いますが、

これをうまく使っていくという点では、今後

といいますか、導入と同時にどんな手順を進

めていこうとしているのか説明を求めます。 

   さらに、学校の存在の大きさという点での

それぞれご苦労なさっていると思うんです。

その不足の分を補う、まず学力という点では

どうなのか。子供たちの閉塞感とか従来の学

校と違うというそういった部分もありますけ

れども、学力はどんなふうな補いができてい

るかとか、その辺についてはどんな状況なの

かもお聞きしたいと思います。 

   以上、もう一度お聞きします。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 マイタイムラインのひな型と

いうことでのご質問でございました。ひな形

につきましては、町独自のひな型というもの

は特にございませんが、国交省のほうでこう

いうひな形というので示しておりますので、

我々としてはそちらのほうを活用してご説明

をさせていただいているという現状でござい

ます。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 タブレット等の利活用につ

きまして、町のほうではＩＣＴ支援員２名の

方をお願いしております。２名の方に各学校

に行っていただいて、例えば授業に入ってい

ただいたりですとか、教職員の方への研修等

も行っていただいているところですので、そ

ういったことも活用しながら、いろいろなこ

とにタブレットを活用していけたらと思って

おります。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 学力の面でありますけれども、先

ほど課長からあったように、去年度からｅラ

イブラリというものを活用しています。これ

は、各学年１年生から６年生まで、あと中学

校も使っているわけですけれども、これは個

人の取組が出まして、その取組状況に応じて、

再度また挑戦したり、つまり個の能力に応じ

た挑戦ができるドリルのようなものなんです

けれども、これなんかの活用なんかも多いに

役立っているということで聞いております。

それと併せて、先ほどもありましたように、

授業の中で、学習過程の中でどんな活用の仕

方ができるのかということで、そういった研

修も併せて行いたいというふうに思っている

ところです。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 マイタイムラインに関連してですけ

れども、大災害があったのが水害であったと

いうことですが、この次に河北町を襲うのが

水害とは限らないんです。でも、意外と次く

るのは水害に違いないと皆さん力が入ってい

るかもしれないんですが、地震が来るかもし

れないし、あと雨の降り方によっては山際の

ほうの地滑りとか、そちらのほうに現れるか

もしれないというようなこともあるので、そ

れぞれの地域、地震対応などはそれぞれの全

町民が、全戸がその時どうするかというよう

なことが必要だと思います。水害だと今回の

状況を見ると、ここの地域は心配しなくても

いいんじゃないかと、ちゃんと公言してもい
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いような地域もあると思います。それを分か

って、分けて地震についてもしっかり、水害

でもこうだったけれども地震も心配だよとい

うようなことも併せてやっていかないと、地

震が起きたときに水害だけ心配していたとい

うようなことにならないようにという対応は

もちろんされていると思うんですがいかがで

すか。 

   ＩＣＴ活用などで、ここまでＩＣＴを使っ

ていきたいみたいな、何かめどみたいな、こ

れと、これと、これは、この学年だったら使

えるようにするとか、みんなが使えるように

するとか何かみたいな目標などというものは

あるのかどうか。なければなくていいんです

けれども、その辺はどうなのかお聞きしてお

きたい。 

   もう一度お聞きします。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 マイタイムラインの考え方、

今後の普及の仕方という部分につながること

かと考えております。確かに委員おっしゃる

ように、どうしても私などは水害のほうに頭

が引っ張られがちだというのが偽らざる気持

ちであります。ただ、実際におっしゃいます

ように、災害は水害とは限らず地震だって起

きうる、あるいは土砂災害ということだって

起きうるということはございますので、そう

いった部分におきましては、先ほど申し上げ

た地域ごと、諸団体ごとの防災講演会、講習

会みたいな機会のときには水害だけではない

んだということをきちんとお伝えをさせてい

ただいているところであります。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 全員にタブレットをお渡ししたの

が、先ほど課長からもありましたように、５

月から、大きい学校では６月いっぱいかかり

ました。そんな状況ですので、まだ使い始め

て間もないという状況にあります。こんな状

況の中でやはり心がけていることは、焦らず

にこつこつと取り組んでみようということで

あります。正直言いまして、学校によってち

ょっと差があると。あるいは学年の先生によ

って、担任の先生によって差があると、それ

が正直なところであります。そんな中で、今

課題として捉えていることは、先ほど申し上

げましたが、学習活動の中でどんな場面で使

えるのか、そういったこと、あと、教員のス

キル向上であります。そういったことを考え

たときに、やはり大事なのは、こんな場面で

使える、こんなとき使えると負担が軽くなる

といった事例を様々教員が持ち合わせて、そ

ういった体験を数多く積んでいくこと、これ

が大事ではないかというふうに思っています。

さらに、ＩＣＴ支援員も大いに活用しながら、

よく出会う問題場面とか、対策、利用ツール

などをやっぱり積み上げていって、そういっ

たものをシートにしていつでも使えるような、

そういった環境に整えていきたいというふう

に思っているところです。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 去年の水害、令和２年７月水害のと

きに、防災士の方々の出番が意外となかった

かなというふうに思っておったんですが、先

日防災士の方々と懇談する機会がありました

が、その方々は地域に非常に密着していて、

なぜ防災士になったかというと、この地域に

必要だと思ったからなんだと、誰もいなかっ

たんで自分が引き受けて講習も受けたという

ような方とか、各地区の防災担当、自主防災

会の防災担当責任者を引き受けているとか、

そういう方々は地域で火災訓練、防災訓練と

して火災を地域でも消防するため、消すため

の、消火栓を使った訓練とか、そういったこ

ともやったりということで、非常に地域で活

動もされているんですが、そういった防災士

の方々が結構な人数河北町でも誕生してきて
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おって、そういった方々の力もうまく借りて

いくというシステムづくりなども必要なんで

はないかと、前回の水害対策を見てちょっと

思ったんですが、その辺はどんな対応を検討

してきているんでしょうか。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 本町における防災士につきま

しては、昨年度において１名増で36人という

ことで把握させていただいております。これ

まで防災士の方々には、総合防災訓練などに

おいて救護訓練のところに入っていただいた

りというふうにして協力をしていただいたと

いう経過はございますが、それ以上の活動と

いう部分でいうとあまりなかったのかなとい

う認識でもおります。町としても、防災士の

方々、資格を持つ方々を増やしていきたいと

いう考えもございますので、その数を増やし

ていこうということとともに、資格を持たれ

た方々との連携というのは当然今後考えてい

かなくてはいけないというふうに考えており

ます。ただ、具体的にじゃあどの部分をどう

つないでいくのか、システム化していくかと

いう部分については今後の検討課題というふ

うに考えているところでございます。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 以上終わります。 

○阿部委員長 以上で、10番木村章一委員の質疑

を終わります。 

   次に、「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私からは、６点質疑をさせていただ

きます。 

   まず、１点目ですけれども、116、117ペー

ジ、成果で142、９款１項１目です。非常備消

防の話ですけれども、令和２年度は消防団用

の靴を、長靴490足を支給したということです

けれども、消防団、非常備消防団、非常に頑

張ってくださっていまして、今までも雨合羽

の話とかいろいろしてきたんですけれども、

これで大体皆さんにヘルメット、備品といい

ますか、訓練服、靴、雨合羽などは全部そろ

ったことになるのでしょうか。そして、また

防寒着というものが冬の、雨合羽とは違って、

真冬の寒いときに出動するときなどは暖房着

が必要だと思うんですけれども、このことの

考え方についてはどうなのかということと、

ちょっと消防団の防火衣、施設費で20着とい

うのがあるんですけれども、これは消防団個

人ではなくて車ごとといいますか、車ごとに、

分署ごとに20着ということで、これは消防の

人が着るような長いちゃんとした、計算して

みると１つ12万円ぐらいする、１着、するく

らいの予算のものみたいですが、そういうふ

うなものを消防団の人にも支給したらいいの

ではないかと思うんですが、この考え方と予

定をお伺いします。 

   ２点目は、９款１項５目、118ページの、地

域防災の電気工事費のテレホンサービス、こ

れは私もずっと厚生文教常任委員会にいまし

て、防災無線が聞きにくいということで、委

員会でもいろいろと調査に行ったり、それで

町のほうでも聞き直し番号ということで取り

組んでいただきましたけれども、この0180－

992－333のテレホンサービスなんですが、議

案調査をしたときには１か月に89.6件ぐらい

の利用があるということだったんですけれど

も、これは最近のデータだったのか、ちょっ

とこの辺の、どのくらいの方がこの聞き直し

の番号をご利用されているのかもう一度確認

したいと思います。そして、結構皆さんにこ

れ周知なっているからこのくらい利用されて

いると思うんですけれども、まだこういう番

号があることに気づいていない、町では一所

懸命広報はしているんですけれども、一般質

問にもありましたけれども、この番号にすぐ

電話すればいいんだということにまだ気がつ

いていない方がいるので、これをもう少し周
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知徹底といいますか、どこか冷蔵庫に貼って

おくとか、自分の見えるところに貼っておく

とか、そういうふうなシールみたいなもので

もいいからあったほうがいいというふうに思

うんですけれども、そういうことの取組など

は考えているのか。１つ紹介申し上げますと、

この前の日曜日に友達のところに遊びに行っ

て、高齢者なんですけれども、ピンポンパン

ポンって町長の放送が流れました。そうした

ら、聞こえにくいなと言ったので、スマホを

持っているんだったらかけるといいんだよと

教えました。そうしたらすごく喜んで、町長

のを聞きながら、はい、はい、分かりました

なんて、そのようにしますなんて、コロナの

ことで誹謗中傷はしないようにとか、家族の

安全をとかいうふうなことにいちいち答えて

うなずいていました。はい、そのようにしま

すなんて、結構効果あるんだなというふうに

思いましたので、もっときちっと町民の皆さ

んに、こういうふうな放送があるんだという

ことを津々浦々に伝えなきゃいけないなとい

うふうに思いますので、このことについてお

伺いします。 

   それに関連しまして、高齢者の方に視聴覚

用品として防災ラジオの配付をしたんですけ

れども、これは果たして、330台配付している

わけですけれども、本当に使い方といいます

か、つけておけばいいんでしょうけれども、

身近に置いているのか、民生委員さんなどを

通じて確認する、せっかく配付したわけです

ので、使われないと意味がないので、これも

確認する必要があるのかと私は思いますので、

こういうふうなことへの取組についてもお聞

きしたいと思います。 

   それから、４点目は、120、130ページの、

成果149ですが、10款１項２目土曜教室です。

資料で、担当課のほうからの資料をいただい

たんですけれども、児童の学習習慣の定着と

基礎学力の向上を図るために個別の学習活動

を支援するクラウド型学習支援ｅライブラリ

アドバンス講習会を開いた、各小学校を会場

に計６回の開催計画を立てたが、参加があっ

たのは３回だったというふうにあるんですけ

れども、この内容と、なぜ計画に対して参加

がなかったのかをお聞きしたいと思います。 

   それから、先ほどのＩＣＴ、学校のＩＣＴ

のことについては分かりましたけれども、今

まだ配付したばかりで、これからいろいろと

研究していくんだというふうなお答えだった

んですが、今朝のＮＨＫのテレビを見ていた

ら、学校とそれから各生徒が自分の家でリモ

ート授業をしている風景が映ったんですけれ

ども、やはり目指す姿はコロナの時代ですの

で、そこまで目指してほしいといいますか、

いろいろと使ってみたら、やはりその次は、

もしまたコロナみたいなことが起きて学校閉

鎖みたいなことになったら、やはり滞りなく

授業を進めるという上ではタブレットの使用

をするというのは非常に必要だと思いますし、

このたびの、今年もうちのほうの地区の学童

でクラスターが起きたんですけれども、その

中でちょっと休みもありましたが、やはり他

地域の父兄の方と話す機会がありました。そ

うしたら、大きい学校の父兄だったんですけ

れども、やはり心配だと、こういうときにな

ぜタブレットをみんなに渡したのに、そうい

う分けて、クラスだったら半分は家でとか、

そういうふうな疑問もお持ちでした。でも、

事情を聞くとまだそこまでは行っていないと

いうことで、なので、父兄はせっかく持って

いるのにもっと活用してほしいというふうな

希望を持っているということで、もう少し進

めていただきたいというふうに思います。 

   ６番目は、10款４項１目、決算書131の成果

158、社会教育費の中の婦人会活動の補助金に

ついてです。各関係団体への負担金25万円を
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しているわけで、婦人会さんには25万円して

いるわけですけれども、婦人会は今会員がど

んどん減少しております。それで、この婦人

会の会長さんも、議会だよりの中で、婦人会

の大切さを痛感するとか会員が減っていて解

散の危機に瀕している、２年後は３分の１く

らいまで減少する見込みで、西村山郡では河

北町のみが婦人会活動を行っているというこ

とで、婦人会は今年、去年の災害で早朝５時

からサハトで炊き出しをしたりとか、それは

組織があるから電話１本で集まってくれたの

だというふうに意義を感じているわけですけ

れども、反面この婦人会の会員の減少という

ものは、お聞きしますと、仕事の中身としま

して赤十字奉仕団と交通安全母の会というの

がありまして、この会費をまず集めるという

のが大きな仕事、仕事ではないですが、そう

いうふうな活動になっていますけれども、婦

人会がないところはこれを集められません。

ということで、いろいろとそういうふうな集

金、収納というものがネックになっているの

だというふうなことを、ちょっと会長さんと

もお話をしたんですけれども、この婦人会の

今までやってきた活動というものを見直して

いかなくてはいけないのではないか、現在に

合った補助の仕方、活動というふうなものを

町でも、幾ら団体、任意団体とはいえ、交通

安全につきましては、交通安全母の会の規約

では交通安全、河北町交通安全の会と称し事

務局を環境防災課に置くとありますので、町

も関与しているわけですよね。ですので、や

はりこの婦人会の会員が減っていて、かなり

の負担をそういうものにかけているというこ

とから考えると、任意団体とはいえこのまま

解散なったら、やはり町の中、町も困るし、

いろいろと支障、支障というか、町では出な

くても、やはり交通安全だったりそういうふ

うな赤十字だったり、今まであったものがな

くなるというふうなことが考えられますので、

こういうことについて、どういうふうに町と

して考えていくのかということをお尋ねした

いと思います。 

   以上、６つ、６点お願いいたします。 

○阿部委員長 委員長から申し上げます。 

   ９番丹野貞子委員の質疑の途中ですが、昼

食のため午後１時まで休憩します。 

     休 憩  午前１１時４７分 

     再 開  午後 １時００分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   ９款から14款までの質疑を続けます。 

   「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 決算書、ページ116から119ペ

ージにかけて、９款１項１目非常備消防費に

ついてのご質問でございます。いただいてき

ましたのが、消防団に貸与される被服、衣服

類ということでのご質問でございました。昨

年度購入いたしました長靴であったり、ある

いは防火衣であったりというところで、一連

の購入計画というのは一段落しているのかな

というふうにまず考えるところであります。

質問の中でいただきました雨衣につきまして

は、令和元年度までの３年間で全ての消防団

に貸与なっているところであります。 

   なお、今後のことで申し上げますと、今一

通り計画達成しているという旨でご説明申し

上げましたが、どうしても衣服ですので、使

用に伴ってそじてきましたり、あるいは消防

庁のほうで衣服の規格というのが変わったり

もいたしますので、そういった部分に対応し

て今後整備していくことになるのかなという

ふうに考えているところであります。 

   続いて２点目、決算書の118ページから121

ページにかけて、９款１項５目地域防災費と

いうことで、防災行政無線で放送した内容を

テレホンサービスで聞き取ることができると

いうサービスについてのご質問をいただきま
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した。多分、委員が意図して午前中のご質問

の中で番号をおっしゃったと思いますので、

改めて、この0180－992－333という番号でご

ざいますが、実績としまして、１月から運用

を開始したところであります。１月から３月

までの月平均で申し上げますと、86件のアク

セスがありました。１月から７月末、７か月

間の平均で出しますと、月当たり89.6件とい

うことでの通話記録が残っております。比較

対象が正直ございませんので、この数字が多

いのか少ないかというのはなかなか分析が困

難だと思っているんですけれども、実際に私

どもも、そんなものがあったのかねというふ

うに言われる機会というのは多くございます

ので、広報かほくにも掲載はしておりますが、

これとは別に全戸配布という方法で、チラシ

の全戸配布という方法で改めて周知を図りた

いというふうに考えております。 

   あと、これに関連して申し上げますと、非

常にいささかではあるんですが、先ほども申

し上げましたように、防災講話などを頼まれ

たりする機会がありますので、実際に今回も

自分自身のスマートホンを使いまして、実際

に目の前で電話もかけさせてもらって、マイ

クを通してこんなふうに聞こえるんですとい

うふうにＰＲさせていただく機会もありまし

た。その場では20人程度の小規模な集まりで

はありましたけれども、そういった機会、そ

ういう大小の機会を捉えてＰＲに努めてまい

りたいというふうに考えております。 

   ３点目の防災ラジオについてご質問いただ

きましたが、身近に置いているのか、実態は

ということでのご質問でございますが、実際

に置いていただいているところを一つ一つ確

認というのはできておりません。ただ、配付

の際に、ただ、これラジオですとぽんと渡す

のではなく、最寄りの公民館に集まっていた

だいたり、場合によっては個別にご自宅訪問

するなどして電池を入れて、コンセントを差

しておいてくださいと、この仕組みが、そう

いうふうにしていただければ、放送をオンに

していなくてもいざというときには自動的に

電源が入るという仕組みでございますので、

まずは電池を入れてコンセントに差していて

という部分を最低周知徹底しておりますので、

有効活用をしていただけるものだというふう

に考えております。 

   以上でございます。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 10款１項２目事務局費の中

の土曜教室についてのことでお答えいたしま

す。令和２年度につきましては、成果にもあ

りますとおりｅライブラリアドバンスの講習

会ということで開催させていただきました。

これにつきましては、令和２年度にｅライブ

ラリを導入したということで、自宅でまだつ

ないでいない児童、また使い方がよく分から

ない児童がつなぐことができて自宅で学習を

進めることができるように、このような目的

で講習会の開催を予定、計画を立てたところ

でございます。各小中学校のコンピューター

室を会場に、小学校のコンピューター室を会

場に、教室のほうを予定しておりましたが、

実際参加申込みのあった学校が西里小学校、

中部小学校、北谷地小学校の３校ということ

で、講習会については３回の開催というふう

な状況となっております。 

   講師につきましては、e ライブラリのメー

カーでありますラインズ株式会社の社員の方

に講師になっていただきまして、使い方につ

いてご指導をいただいたことになっておりま

すが、参加者が少なかったという要因につき

ましては、単発的な開催で何度も教室を開く

ことができなかったこと、また、こちらが思

っていたよりも子供たちが覚えるのが早いと

いいますか、そういったことで講習が必要と
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いいますか、そういうのがなかったというこ

とで教育委員会のほうでは少なかった要因の

１つとして捉えているところです。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 10款９目のＩＣＴ教育推進につい

てお答えいたします。 

   今後とも継続して、慣れる、親しむ、多様

なケース、経験を積むことを通しまして、教

員のスキル向上アップを図りながら、今朝委

員がご覧になられたようなオンライン授業も

できるように進めてまいりたいというふうに

思います。 

○阿部委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 決算書131ページの社会教

育総務費の河北町婦人会活動補助金25万円に

ついてでございますが、会員が減少している

状況の中で今後の活動等についてのご質問で

ございますが、現状的には年々会員が減少し

ている状況にあります。10数年前、20年前、

3,000人以上いた会員が、今本当に800人を切

って、昨年度末では867人という会員でござい

ました。課題としては、役員になることによ

って町関係等のいろいろな充て職といいます

か、いろいろな役があるというようなことか

ら成り手がいない。また、若い方の成り手も、

婦人会の会員が少ないというような状況が課

題としてあります。また、７月29日には、サ

ハト前で炊き出しを行いましたけれども、こ

ういった災害時への婦人会の組織、活動とい

うものが、本当に炊き出し等も含めてすごく

大事な活動であります。こういったことがで

きなくなるというのがやはり課題として捉え

ているところでございます。今後婦人会の組

織的にも組織が減少している中で、ですけれ

ども、どういった活動ができるのかというこ

とで、婦人会として集金ができなくなれば区

長を通して町内会単位で自治会としての集金

になるとかといったことが現実的には起きて

いるところでありますので、確かに婦人会と

しての活動の減少、あるいはなくなっていく

ことによっていろいろなところでの課題とい

いますか、問題が生じてきているところは確

かであります。 

○阿部委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 ありがとうございました。 

   まず、１点目の非常備消防団の備品ですけ

れども、一応はこれ以上の広がりはなく、ヘ

ルメット、訓練服、靴、雨合羽というところ

で皆さんに行き渡ったというご回答でした。

ということは、この防寒着というものまでは

考えていないという、冬の出動も、急な出動

もあるかとは思うんですけれども、幹部の人

にはあるけれども、普通の平隊員といいます

か、それには暖房着がないという、これから

もその予定がないということでしたけれども、

いろいろな面であるかとは思いますが、やは

りいろいろな現場に行ったときに、幹部だか

ら貸与があって幹部じゃない人がないという

のは、私たちから考えるとちょっとそれは変

だといいますか、これでは消防団に入る意欲

が湧かないなというふうに思いますので、こ

こら辺も国の補助とかを考えずに町で、やっ

ぱり消防団に入ってくださっている方は貴重

な方々ですので、大事にするという意味でも

私は用意したほうがいいのではないかという

ふうに思いますが、このことについてのお考

えといいますか、お聞きしたいと思います。 

   それから、080－992－333この聞き直し番号

ですけれども、結構周知はされているんだけ

れども、今後全戸配布として取り組みたいと

いうことでしたのでぜひお願いしたいと思い

ます。0180、間違いましたか、私。080じゃな

くて0180でした。番号、間違いましたか。080、

0180すみません。（「そのまま質疑を続行し

てください」の声あり）はい、すみません。

0180、0180－992－333ということで全戸配布
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で周知したいということですので、ぜひお願

いしたいと思います。 

   それから、３点目の防災ラジオですけれど

も、もちろん一人一人確かめることは不可能

ですけれども、先ほど課長が言ったとおり、

電池を入れてコンセントを入れておくという

ことが大事だと思いますので、このことは時

折民生委員さんなどを通して、防災ラジオ配

付の方には周知することが大事だというふう

に思います。あったときに作動しないのでは

意味がないので、ぜひ使っていただけるよう

なことを取り組んでいただきたいと思います。 

   ４点目の土曜教室につきましては、分かり

ました。せっかくの講習会というか、開催な

のに何で少なかったのかとは思いましたけれ

ども、そういうふうにのみ込んでいて、そう

いう講習が必要とされなかったというふうな

分析だとしたら、それは大丈夫かなというふ

うに思います。 

   ５点目ですけれども、やはり今はＩＣＴと

かパソコン、タブレットに慣れる、親しむと

いうことを今一所懸命やられているというこ

とで、やっぱり行き着く先はオンライン授業

も何かそういうふうな災害とかコロナとかな

くてもやっぱり練習してみる必要はあると思

いますので、ぜひそういうふうなこと、だん

だんレベルを上げてそういうふうに取り組ん

でいただきたいと思います。やはりいつまた

この前のコロナの学校休むようなときも来る

とは思いますけれども、学校で勉強するのが

一番ですが、やはりしっかりとした授業を受

けられる環境にあるわけですから、あとは使

いこなすというところを目指して、大変でし

ょうけれども頑張っていただきたいと思いま

す。 

   それから、６点目ですけれども、婦人会に

ついてですが、任意団体ですので、町でどう

のこうのというものでもないし、私は今会員

ですので、婦人会の今そういうふうな大変さ

も分かりますし、頑張っていらっしゃる方に

も、役員さんが一番大変で、敬意を表しては

おりますけれども、やはり赤十字奉仕団、赤

十字のこととか、交通安全母の会のこの活動

がとても歴史のある活動なんですけれども、

これが非常に活動でネックになっていて、役

員になるといろいろと時間を取られてしまう

ということで抜ける区が、溝延も16区あるん

ですけれども、本当に少なくなりまして、今

年は５つか６つぐらいになって、来年やめる

予定の区もありますし、よその区で申し訳な

いんですが、北谷地の辺りだと役員になるの

が嫌だからもう来年あたりは全部やめるみた

いな噂も聞こえてきますし、やはりそうなり

ますと、婦人会というのが体をなさなくなる

といいますか、ですので、やっぱり交通安全

のことだって大事ですし、やはり活動を見て

いると、ある婦人会さんの方は、今幼稚園に

通わないでみんなバスで通っているので、み

んな１年生になったときに、地元の小学校に

通うとき初めて歩いて通うことになるんだそ

うですね、今はなっていますね、そのときに、

やっぱり地区の見守りというのが大事で、そ

ういうときにやはり交通安全母の会みたいな

ところでそういうのはやってもいいんだみた

いな声もあるので、やはり見守りというのは

地区でもやっていますけれども、そういうよ

うな婦人会さんを残せばそういうことはやっ

てもいいという、今、現状の声があるので、

残していればそういう活動はできるわけです

し。ですので、町のほうで協力をするものが

あれば婦人会さんたちと話し合って、増える

ことはないけれどもなくすということではな

くて現状維持をお願いするという形にしてい

くのがいいのではないかと、任意団体ですの

で、あまり町で、先ほども言いましたように、

関与するものではないけれども、やはり婦人



- 257 - 

会長さんなんか役職でいろいろなところに出

ていらっしゃいますよね。私なんか厚生文教

常任委員会の委員長をしたときには、社会福

祉協議会のほうのいろいろな会議にも出てい

らっしゃいましたし、見てみると、いろいろ

な10以上の肩書があって出席しているのでは

ないでしょうか。だから、婦人会さんという

のはすごく大きい、町でも頼りにしている部

分でありますので、なくなっちゃったら大変

なのではないかと思います。これはやっぱり

みんなで考えていく必要があるのではないか、

残すべきものは残すし、なくすものはなくす

という時期に来ていると思うんですが、こう

いうふうなことをどう考えているのか、もう

一度お伺いしたいと思います。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 消防団装備のうち防寒着につ

いてのご質問をいただいたところであります。

防寒着につきましては、平成29年度に当時コ

ミュニティ助成事業を活用してこれは購入し

たという記録が残っておりまして、おっしゃ

るとおり幹部のみに配付ということでござい

ます。非常に細かい話なんですけれども、服

装、衣服ですので、幹部交代に伴ってサイズ

違いなどということがありますと新しい防寒

着を購入して貸与しているということではあ

るんですが、おっしゃるように現状は、特に

幹部におきましては、冬場研修などがあって、

そういった作業で着用するということで幹部

にのみ防寒着支給というふうに決めたという

ふうに聞いているところであります。また、

後ほどしっかり確認したいと思うんですが、

購入に当たっては、消防団の方々と相談して

決めたというような経緯があったんではない

かというような思いもしてございますので、

そういった経過もしっかり踏まえたいと考え

ております。現状は幹部の皆さんだけへの支

給、一般の隊員の方は、当然おっしゃるよう

に冬場の火災出動とかも当然あり得るわけで

すけれども自前の防寒着を重ね着していただ

くということになっているのは、確かに事実

でございます。 

○阿部委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 婦人会の存続といいますか、

重要性について十分認識しているところであ

ります。主体事業としても施設のボランティ

ア活動を行っております。また、協力事業と

いうことでも今回７月の豪雨による炊き出し

のように、炊き出しなども本当に重要な事業

といいますか、活動を行っている団体でござ

いますので、現状維持に向け支援をしていく

ということで担当課としても支援してまいり

たいと思います。 

○阿部委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 ありがとうございます。 

   そうですね、よく消防団のほうと相談をし

ていろいろそろえているというふうなことは

時々説明を受けるんですけれども、それは予

算ありきの話なのであって、やはりそういう

ふうな現状を把握していらっしゃるというの

であれば、そこら辺も考えて、幹部であれ一

般団員であれ、やはり寒いのは同じですので

ぜひ大事にしていただきたいと思います。 

   それから、婦人会につきましては、どうや

ったら残せるかということで、残したほうが

いいと私は思いますので、もし婦人会のほう

で残りたい、こういうのであれば活動を続け

てもいいというのがあるかと思いますので、

そこら辺をよく相談していただいて、細く長

く続けていくのが私はやっていただければあ

りがたいのでは、町もありがたいのではない

かというふうに思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

   終わります。 

○阿部委員長 以上で、９番丹野貞子委員の質疑

を終わります。 
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   次に、「８番松田收作委員」 

○松田委員 それでは私から３点ほどお伺いした

いと思います。 

   １つは、消防施設費の中の消火栓移設工事

費229万2,400円についてちょっとお伺いした

いんですけれども、移設をする場合は、１つ

は老朽化になって移設か、それから例えばで

すけれども、道路拡張とかそういうことで移

設しなきゃならないようになったのか、河北

町で何か所あったのかちょっとお聞きしたい

と思います。 

   それから第２点、140ページ、11款２項１目、

土木、災害復旧工事費の中の、中なんですけ

れども、これはいろいろ災害復旧のあれを見

たんですけれども、ちょっと書いてなかった

みたいなので、ちょっとこれをお伺いしたい

んです。140ページですけれども、葉山線とい

う道路がございます。林道ですけれども、こ

れはすばらしく大きく陥落しているんですけ

れども、これは全然いろいろ、これも去年の

豪雨災害なんですけれども、こちらのほうも、

こちらのほうもでして、全然書いていないん

です。それで、最近になってそこに入ったん

ですけれども、これは書いてないからどうな

のかなと思ってちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

   それから、もう１点、先ほど災害復旧のこ

とで木村委員から十分なあれがありましたの

で、まず、ただちょっとその中で落ちていた

のかなと思って、さすがの木村さんでもやっ

ぱりたまにぐらいな感じがするんですけれど

も、荒小屋地区の浸水ですけれども、あれ、

確かに白水川からずっと下のほうから漏水に

なってくるというところがございます。でも、

あそこ、私も何回か災害で行ったんですけれ

ども、小田島土地改良区のポンプ場があるん

ですけれども、あれで十分にかえってもらえ

れば何とかなったんじゃないかということに、

白水川の下から漏ってくるというところ、あ

そこなんかは本当に小田島土地改良区のポン

プ場、あれがちょっともう少し稼働していれ

ばという、１基、ただ故障していて使えない

というあれも聞いていますけれども、もう少

ししてもらえればよかったのかなという気が

します。 

   以上、だから２点になりますか、お聞きし

たいと思います。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 決算書の118、119ページ、消

防施設費の消火栓移転等工事負担金のことで

ご質問をいただきました。委員おっしゃいま

すように、この工事につきましては老朽化に

伴うものであったり道路拡張であったりとい

うケース、様々ございますが、昨年度の工事

におきましてご報告申し上げますと、負担金

ということで実際の工事の施工は一般会計の

ほうから負担金を出して上下水道課のほうで

工事を施工するわけなんですが、内容として

は、吉田下中、北谷地における工事でござい

ます。従来民地にございました消火栓につい

て、そちらのほうで住宅改築を行うというよ

うなお申出をいただきまして、これに伴って

公民館の敷地内に移設をしたという件がござ

いまして、昨年ではこのような工事を１件実

施させていただいたところであります。 

   以上です。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 140

ページ、林業施設災害復旧費に係ります林道

葉山線についてでありますけれども、この事

業につきましては令和２年度中に発注をして

おりますけれども、工事そのものについては

繰越明許費ということで繰越しをさせていた

だいておりまして、令和３年度中に工事の完

成を目指して工事をやっているというような

ところでございます。 
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○阿部委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 消火栓、これはしたか、分かりまし

た。 

   それから、葉山線も昨年度からしているん

ですか。今年になってから入札してあれした

ということですか。ちょっとその辺が、こち

らにも全然書いていないからちょっとあれし

たんですけれども。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 工事

は、発注はしましたけれども、繰越明許費と

いうことで繰越しをして令和３年度中に工事

を、今、現在やっているというふうなことで

ございます。 

○阿部委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 分かりました。どうもありがとうご

ざいます。 

○阿部委員長 以上で、８番松田收作委員の質疑

を終わります。 

   次に、「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 それでは、私から２点ほどお聞きい

たします。９款１項５目地域防災費、決算119

ページ、成果145ページです。災害備蓄品整備

事業というので、ワンタッチパーティション

116個、ブロックパーティション20セット、段

ボールベッド200個というふうに載っており

ます。そのことでちょっとお尋ねしますけれ

ども、この機材が整備されたというのは、や

はり前々から希望したものだったのでとても

うれしく思いますけれども、それが実際使わ

れるには、やはり使い方の講習なりその方法

を知ることがとても大事なことだと思われま

すが、それらの計画はあるのでしょうかとい

うことです。 

   それからもう１点は、13款諸支出金、交通

安全対策費、決算143ページ、成果179ページ

です。交通安全専門指導事業というふうにな

っておりまして、交通安全教室開催で幼児の

交通安全教室かもしかクラブとか高齢者の交

通安全教室などを開いたというふうに成果の

ほうに出ております。このことで、私、先日

あるお母さんから、今かもしかクラブという

開催があるんですかというふうに聞かれたん

です。私もよく分からなかったものでお聞き

しておきますというふうにお返事したんです

けれども、やはり小さいときからかもしかク

ラブで特に横断歩道の渡り方などをよく教え

てくださるということで、お母さんが一所懸

命教えても、子供さんたちはかもしかクラブ

で習ったほうがとてもよく勉強になるという

ふうに、子供さんがおっしゃったんだそうで

す。ですので、ぜひ今どのような状態で開催

がされているのか、一応こちらの成果には開

催が31回、参加者1,437人と出ております。こ

れは令和２年度の数字だと思いますので、今

の令和３年度、これからの状態になると思い

ますけれども、現状とそのことについてお聞

きしたいと思います。お願いします。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 １点目、決算書119ページの地

域防災費に関してのご質問でございました。

ワンタッチパーティション、段ボールベッド

等の購入に関して、その使い方ということで

のご質問をいただいたところでありますが、

もともとこういった備品については新型コロ

ナウイルス感染症防止対策ということもあり

まして、昨年度予算で購入をさせていただい

たという経過がございます。現に、昨年の10

月２日と、10月４日、２回に分けまして、町

の職員と自主防災会の皆さんとで参集、お集

まりいただきまして、町民体育館において避

難所設営、失礼しました、避難所設営説明会

というのを実施いたしております。10月２日

と４日でございます。今年度におきましても

避難所の開設、運営訓練なども実施しなけれ

ばいけないというふうにいろいろ内部で検討
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しているところですので、使い方については

こういったところでより多くの人に学んでい

ただこうというふうに考えているところであ

ります。 

   あと、決算書の143ページからの交通安全対

策費に関することで、かもしかクラブのご質

問をいただいたところでありますが、昨年の

実績につきましては、先ほど委員からご紹介

いただいたとおり、成果に関する調書に書い

てあるとおりでございます。保護者の方から

今年やっているんですかというお話を受けら

れたということでありますが、恐らく、８月

に入りましてから一時期８月の下旬から今月

上旬にかけまして、かもしかクラブの活動場

所である園のほうから外部の人の立ち入りは

ちょっと一定期間ご遠慮いただきたいという

申出がございまして、これはすなわち、これ

もコロナ対策といいましょうか、子供たちの

安全を考えてのことだとは思うんですけれど

も、それの申出をいただいてかもしかクラブ

が実施できなかったという期間がございまし

たので、もしかしたらそのことをおっしゃっ

ているのかもしれないというふうには受け止

めさせていただきました。５月11日を皮切り

に、７月の下旬頃までは予定どおり、各所に

おいてかもしかクラブ実施しておりますし、

園のほうでの受入れ態勢が整えば今後ともも

ちろん実施はしてまいります。一時期中断し

たことが実施していないというふうに伝わっ

たかというふうに認識しております。 

   以上です。 

○阿部委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。 

   先ほどの災害備蓄品の使い方、私、これは

とても大事なことで、やはりいざというとき

に機能しなかったというのではやっぱり何の

意味もないことだなと思っておりますので、

ぜひ、まだ今のところ２回、10月２日、10月

４日だけの開催、職員さん、自治防災会の方

がなされたということで、一般の方もあまり

見たことがないということになっていると思

いますので、やはり目に触れることも大事だ

なと思っておりますので、ぜひ計画を立てて

いただいて、やはり最低年に１回ぐらいは地

区とかそういうところで開催されてもいいの

ではないかと思っております。 

   それで、そこの講習というかあれなんです

けれども、私は、これは提案だと思うんです

けれども、地域の中学生とか高校生の方など

にもやはりしっかり覚えていただきたい。や

はりいろいろな地域によっては中学生なんか

がやはり防災のための避難訓練に参加された

り、避難道路を自分たちの町は自分たちがよ

く知っていますということで参加されるとい

うような、そういうところもありますので、

やはりこの防災備品のパーティションのつく

り方とか、段ボールベッドのつくりなんかを

覚えていただくというのはとても有意義なこ

とだと思っておりますので、ぜひその辺のこ

とも考えていただければと思って、ちょっと

こちらのほうにも回答をお願いします。 

   それから、先ほどのかもしかクラブ、分か

りました。ぜひ、小さいときからのこういう

啓蒙というのはとても大事で、やはり、私前

に横断歩道の渡り方で長野県の高校生だった

かのあれを見たことがあるんです。すごく小

さいときからやり方、例えば手を挙げて横断

歩道を渡ります。渡り終えたらありがとうと

お返事をしますということが、すごく小さい

ときからなされているということで、それが

とても現在につながっているということを見

たことがあるんです。やはり小さい頃からの

こういう活動というのは、大人になってもや

はりしっかり生きているんだと思いましたの

で、その辺のところも、いろいろな事情で今

お休みになっているという説明でしたけれど
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も、やはり、ぜひまたできるときにやってい

ただきたいと思います。 

   それで、高齢者の交通安全のことなんです

けれども、やはり高齢者の事故の中で、事故

の内容を見てみますと、横断歩道での事故が

とても多いというふうに警察の方も捉えてお

られます。それで、河北町は今事故が大変多

いということで、強化みたいな地域に当たっ

ているということもお聞きしました。高齢者

の交通安全の教室などはどのような方法で開

催されているのか、こちらをお聞きします。 

○阿部委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後１時３５分 

     再 開  午後１時３７分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 大変失礼いたしました。高齢

者の交通安全指導の部分についてご回答申し

上げたいと思います。 

   まず、１点、数字的なことで申し上げます

と、昨年度の交通安全教室、高齢者の交通安

全教室ということで申し上げますと、成果に

関する説明書にございますように、回数でい

いますと17回、222名の方にご参加をいただい

たということでございます。具体的に申し上

げますと、うちの交通安全指導員、会計年度

任用職員がおりますが、各地で指導させてい

ただいているんですけれども、特に北谷地の

ほうでは各公民館で、全ての公民館において

この教室を実施するということで、こういっ

た活動が各地区にもつながるように私ども今

後努めていかなければいけないというふうに

考えているところであります。ご質問の中で

も、今年河北町では事故が多いというふうな

ご質問にも触れていただきましたが、現に私

どもも警察のほうから今年の河北町の事故件

数、あるいは負傷者数というものが、寒河江

西郡管内で河北町だけが増えていると、ほか

のところでは同じか減っているのにもかかわ

らず、河北町だけが増えているというふうな

連絡をいただいているところでありますので、

今後ともそういった部分でも啓発に努めなけ

ればいけないというふうに考えているところ

です。 

   以上です。 

○阿部委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 その前に、ワンタッチパーティショ

ンとかそういう災害備品の使い方について中

学生や高校生の方にも学んでいただきたいと

いうことを私聞いたと思いますけれども、そ

れに対するお答えがなかったもので、そうい

うこと、ご計画かどうかというのをもう一度

お聞きします。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 飛ばしてしまいまして、大変

失礼しました。ご提言いただきましたのは中

学生、高校生ということですが、今回もいろ

いろ計画、今年度も計画を立てていく中でど

うしても避けて通れないのがやっぱりコロナ

対策ということになっていると考えます。コ

ロナ対策だから、コロナが蔓延しているから

といって何でもかんでも中止というのは、こ

れはまたおかしい話でもあるというふうには

もちろん思っているんですが、今年度におき

ましては、やはり回数制限であったり、人数

制限であったりをして訓練をしなければなら

ないというのは、今年度に限ってはそちらが

優先かなというふうに思うところです。将来

的に中学生、高校生にも混ざってもらってそ

ういう訓練の様子を見てもらうということは、

大変ユニークなというか有意義な取組かなと

も思いますが、当面はちょっと難しいという

ふうに考えてございます。 

   以上です。 

○阿部委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 そうですね、今の事情を考えれば、
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そういうこともやはり答弁としては妥当かな

とは思いますけれども、やはり災害というの

はいつやってくるか分かりません。コロナ禍

でもやってくるかもしれませんので、やっぱ

り常時の備えというのがとても大切だと思い

ますので、ぜひ私は、ぜひ組み込んでいただ

きたいと強く希望いたします。 

   先ほどの高齢者の交通安全のことですけれ

ども、私も前一般質問の中でもお聞きしたこ

とがあるんです。１回そういう教室を開くと、

やはりずっとそこの地区の方はそういう教室

をなさる傾向が多い、ただやはり１回もやっ

ていないところはなかなかそれが浸透しない

というふうなことを前の一般質問のときにお

聞きしたことがありますので、そちらのほう

もやはり周知というか、そちらの啓蒙という

のはやはりしっかりしていただきたいと思い

ますので、その辺のところのお考えをお聞き

します。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 高齢者向けの交通安全対策と

いたしましては、先ほど町の会計年度任用職

員というふうにも申し上げましたが、ほかに

も県の交通安全活動推進センター、そういっ

たところに講師依頼などをお願いいたしまし

て、対応に取り組んでいるところであります。

外部的にこういったお願いできるところには

きちんとお願いをして、そういった町独自に

限らず様々な策を講じて高齢者の交通安全対

策というのは進めてまいりたいと、このよう

に考えているところであります。 

○阿部委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。やはり交

通安全なんかも、皆さんの１つ１つのちょっ

とした気づきとかなんかで防げることがとて

も多いと思いますので、やはりしっかり気持

ちの、意識の中に横断歩道の渡り方、結構横

断歩道ではないところでも合図をすれば横断

が可能だというのが今、そういうものがあり

ますので、やはりそういうところをきちっと

高齢者の方にも分かっていただくという、そ

ういうルールの周知なんかもとても大事なこ

とだなと私は常々思っております。やはり、

こういうことがしっかり守られて、河北町の

中の事故が少なくなっていく、そういうこと

をやはりこれからも心がけてやっていただけ

ればと思います。 

   終わります。 

○阿部委員長 以上で、12番細矢誓子委員の質疑

を終わります。 

   次に、「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 ２点あったんですが、同僚委員の

ほうでＩＴ推進費のほうを大分所管課のほう

から説明ありましたので割愛させていただき

たいと思います。 

   それで、意見だけ申し上げますと、やはり

学習支援ソフトとかいろいろあると思うんで

すが、現場の先生方の職員の声とか、そうい

った使いやすいソフト、または覚えやすいソ

フトを継続して利用していただいて、本当の

学習支援になるようにお願いしたいと思いま

す。また、ＩＣＴの推進員もおられますので、

協力していいタブレット、ＩＣＴの推進に尽

力していただけたらと思います。 

   質疑のほう、１点だけよろしくお願いいた

します。決算の123ページ、成果150ページ、

10款１項２目県立谷地高等学校後援会支援事

業補助金についてお伺いしたいと思います。 

   私の認識不足だったら大変申し訳ないんで

すが、これは昨年、令和元年度、平成何年度

とずっと定額の50万円という形で補助金とし

て支給されていたと思うんですが、この50万

円というのは、谷地高等学校からその補助金

の申請をいただいてその上限50万円で今まで

支給していたのか、はたまたこの８万円とい

う、50万円から全然遠い金額なんですが、こ
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れもやっぱり申請があったからその８万円を

決算というか執行したのか、その辺をちょっ

とお伺いしたいと思います。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 山形県立谷地高等学校後援

会支援事業費補助金についてでありますけれ

ども、この補助金につきましては、大きく３

つの事業に対して補助を行っております。 

   １つ目が、地域の伝統文化学習活動、２つ

目が、地域活性化ボランティア活動、３つ目

が、土日祝日の通学バス運行、宮宿谷地線に

対しての補助ということになっております。

これにかかった経費として、50万円を限度と

して補助を行っております。令和元年度まで

は経費が50万円以上ということで50万円の補

助金を支出していたということになりますけ

れども、令和２年度におきましては、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大の影響により

まして、一番大きいのが２番目の地域に貢献

する教育活動を支援する事業の中の、部活動

遠征費等に係る経費に対しての補助、東北大

会以上の生徒の遠征費に係る補助というのが、

大会等の中止もありましてこちらに対しての

事業がなくなったということ、また、もう１

つが、吹奏楽部等、福祉施設を訪問して演奏

を披露して入所者の方と交流を図っておりま

した。その際の楽器運搬等に係る経費、それ

に対しても補助を行っていたところでござい

ますが、こちらについても行われなかったと

いうことで、令和２年度の事業経費として８

万円ということで８万円の補助金の支出とい

うことになっております。 

○阿部委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 ありがとうございます。やっぱり

新型コロナの影響で谷地高の活動も制限され

て、ボランティア活動ということで令和２年

度７月豪雨の災害のときにも谷地高生からの

ボランティアとか多数いただいているはずな

ので、そういった形で申請されたけれどもそ

んな額じゃなかったということを確認しまし

た。また、当初は私の個人的な考えだったん

ですが、やっぱり定額50万円をお渡しして、

谷地高の方で何かこういった学校の不足な部

分に使っているのかなと思っていましたので、

勘違いしていたので、大変勉強になりました。

ありがとうございます。 

   以上で終わります。 

○阿部委員長 以上で、６番東海林信弘委員の質

疑を終わります。 

   次に、「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 ２点ほど質疑させていただきます。 

   １点目ですけれども、118、119、９款１項

５目の地域防災費、成果に関する調書では145

ページです。空き家の適正管理ということで、

管理が不適切な空き家13軒の所有者に対して

文書により適正管理を依頼したと。この文書

ということはちょっと条例のどこにも出てこ

ないんですがどういった文書だったのか。ま

た、その回答というか、相手方の反応はどう

だったのか、まずお聞きします。 

   それから、２点目ですけれども、120、121

ページ、10款１項１目教育委員会費というこ

とで、成果に関する調書では149ページです。

第８次河北町総合計画及び中央教育審議会、

令和の日本型学校教育についての協議を行っ

たということで、令和２年度は２回の総合会

議を開いております。第８次総合計画は分か

っていますけれども、この令和の日本型学校

教育、これは委員会の調査のときにもお聞き

したんですが、なかなか課長は詳しいことま

ではちょっと説明できないということで、教

育長がいらっしゃいますので、ぜひ教育長か

らこの令和の日本型学校教育ということで、

これまでの学校教育と大きく変わるところ、

特徴などを教えていただければと思います。 

   以上。 
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○阿部委員長 文書に関しては……。 

   暫時休憩します。 

     休 憩  午後１時４９分 

     再 開  午後１時５２分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   先にですけれども、「板坂教育長」 

○板坂教育長 それでは、２番議員の齋藤委員か

らご指摘されました、令和の日本型学校教育

についてご説明申し上げます。 

   これは、2019年４月に文部科学大臣から中

教審に対して諮問した新しい時代の初等中等

教育の在り方について審議した結果をまとめ

たものであります。 

   そのポイントを申し上げますと、Ｓｏｃｉ

ｅｔｙ５．０時代の到来といった急激に変化

する時代にあって、子供たちが育むべき資質、

能力とは何かということについて定義してい

ることであります。 

   具体的に申し上げますと、令和を生きる子

供たちが育むべき資質、能力について、この

ように捉えています。「一人一人の児童生徒が、

自分のよさや可能性を認識するとともに、あ

らゆる他者を価値ある存在として尊重し、多

様な人々と協働しながら様々な社会的変化を

乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能

な社会の創り手となることができるようその

資質、能力を育成すると求められている」キ

ーワードはこのように副タイトルとして表現

されている、「全ての子供たちに可能性を引き

出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実

現」これがキーワードであります。個別最適

な学びとはということでありますけれども、

これまで従来教師側からの立場で個に応じた

指導というふうに言われていました。これが、

いわゆる子供側に立った表現ということで、

個別最適な学びという表現になっております。

その意味するところは、多様な子供たちがい

る中でその子、その子に合ったベストな学び

の保障ということを意味しているのではない

かというふうに思います。 

   ２つ目のキーワード、協働的な学びとはで

あります。やはり、これまでの単なる、いわ

ゆる共に同じくという協働の表現ではなく、

一歩進んだ、いわゆる集団の中での共に協力

して働き合いながら質を高めるという意味合

いがあると思います。その中には、いわゆる

学習の形態の面で人間関係や社会関係を学ぶ

という、社会的相互学習の機能、これが強調

されているのではないかというふうに思いま

す。ですから、これまでの個人の学びの保障

よりも一歩進んだベストな学びの保障、これ

が個別最適な学びであります。 

   さらに、これまで協働的な学びというふう

に言われてきましたが、共に分かち合えるよ

りも一歩進んだ、共に英知を出し合って新し

い知識の発見とか創造まで追い求めていると

いう、一歩進んだものを求めていると、それ

が新しい令和の日本型教育というふうに捉え

ているところであります。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 大変失礼いたしました。地域

防災費関連で空き家の適正管理に関するご質

問をいただいたところであります。一部成果

に関する説明書に書いてあることと説明が重

複しますことをご容赦いただきたいと思うの

ですが、空き家等の所有者に対する適正管理

として、まずは固定資産の納税通知の際に全

ての納付書とともにチラシを同封して適正管

理をお願いしていると、これが春の作業とい

いますか、年度当初の作業として行っている

ところでございます。その中でも、昨年度に

おきましては、豪雪対策本部が立ち上がるほ

どの積雪量であったということもございまし

て、冬におきまして、この成果にございます

ように危険な、失礼いたしました、管理が不

適切な空き家の所有者に対して文書により適
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正管理を依頼したということで、いわば年度

において２回目の的を絞った上での適正管理

の依頼をしたところであります。 

   その、条例との関わりであったり、反応と

いうことでのご質問でございましたが、この

措置につきましては条例に基づいた指導とか

助言ではございませんで、まず状況を把握し

てご自身でこれを改善していただきたいとい

うお願いの文書を差し上げたという位置づけ

になっております。また、それに対する反応

でございますが、残念ながら文書を受け取っ

た所有者等から担当のほうに問い合わせなど

の電話はなかったという中で、我々職員とし

てはそれぞれの現場をパトロールするという

ことでの措置を取らざるを得なかったという

ような状況でございます。 

   以上です。 

○阿部委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点目でありますけれども、かなり

どちらかといえば指導する側よりも子供の側

に立った教育ということで、非常に大事なこ

とですし、ぜひこれを実践、うまくいけばい

いんです。いじめや不登校が少しでも、こう

いった教育が進むことによってなくなればと

思っています。 

   ところで、このときの教育委員の令和の教

育に対する反応とか意見とか、もし特徴的な

ものがあればお聞かせいただきたいというふ

うに思います。 

   それから、２点目ですけれども、条例につ

いては文書でお願いしたということで、私は

前から言っているんです、もう文書でお願い

した程度では何ともならないと。反応がない

というのが結果ですから。１番委員が一般質

問でやったように、もうやっぱり何ともなら

なくてブルーシートを張ったりなんかして対

策を取っていると。私一番心配しているのは、

かなり県道沿いにそういった管理不十分な空

き家が多いと。子供たちの通学路との関係で

も非常に危険な状況になっている、いつまで

もこれを放置していいのかという問題があり

ます。本当に私も通るたびにだんだんひどく

なっていくというのがもうはっきり分かりま

す。やっぱりけがとか命に関わることですか

ら、もっとこれはしっかり、条例に沿って私

はやるべきだと思います。ですから、立ち入

り調査も含めて、助言、指導及び勧告、最終

的には命令、ここまでやらないと、幾ら今回

条例改正で代執行ということが出てきても、

その前にここをきちっとやっておかないとな

かなか解決取れないし、町内に住んでいる人

よりも住んでいない人のほうが多いかと思う

んです。そことのコンセンサスというか、相

手とのやっぱりやり取りが不十分ではだめだ

と思うんです。どういう状況なのか、とても

もう資産的に、固定資産税は払っているんだ

けれども、建物、そこを除去するような資力

はないとか、親戚とかそういった身寄りがあ

るのかないのか、片付ける気があるのか、そ

もそもあるのにやらないのか、そこをきちっ

と確認する必要がありますので、ぜひこれ条

例に沿って厳しくやっていただきたいし、目

に見える成果を出していただきたいと思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

   それから２点目、２点目はそうですね。あ

と、実はこの間も言いましたけれども、平成

20年からずっと決算審査意見書を見返してい

て、平成28年度の監査委員の意見書で総合教

育会議に意見が出ております。ここには、平

成28年度です、これは誰も質疑しなかったん

であえて今回質疑しますが、ちょっと読ませ

ていただきます。総合教育会議は町長と教育

委員会が方針を共有し、一体となって施策の

推進に当たるためのものであり、４回にわた

って開催されたことは評価に値する。さらに

協議内容を町民に広報等で周知し、年度当初、
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中間期、年度末の最低年間３回の定期開催を

確保することでより一層町教育行政が進化発

展することが期待される。と、こういう意見

なんです。私も同感ですけれども、この監査

委員の意見に対してどういった受け止め方を

しているのかお聞かせいただきたい。これは

主催者が町長なので町長が答弁になるんでし

ょうか。お願いします。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 先ほどの総合教育会議の話題にな

ったことということで申し上げたいと思いま

す。 

   その会議においても、新しく出てきた言葉

でしたので、どういうことを意味するのかと

いうことで、そういったことで説明中心の会

議になったというふうに記憶しているところ

であります。そんな中で、やはり先ほども申

し上げましたが、いわゆる新学習指導要領が

去年度から小学校、今年度から中学校、来年

度は高等学校というふうに進むわけですけれ

ども、そんな中で新学習指導要領の特色とし

て、やはり子供側に立った、いわゆる子供が

主語になっている表記が非常に多くなってお

ります。教師の捉え方として、今までの指導

者、支援者から伴走者という表現にもなって

おります。そういったところで、やっぱり子

供中心の、子供を主役にした学習活動が求め

られているんだということで、そういったこ

とが話題になっております。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 空き家対策のことでご質問を

頂戴いたしました。もっとしっかり対応して

いただきたいと、厳しくやっていただきたい

というようなことでご質問でございます。私

どもとしては、本定例会におきまして条例改

正の上程をさせていただいておりますが、も

ちろん条例を改正してこれが終わりだという

認識は全くございません。むしろこの条例改

正を機に、さらに対策を、一段ギアを上げて

いく覚悟でおりますので、そのことはお伝え

したいと考えております。所有者の権利を守

らなければならないという側面はございます

が、そこに最大限配慮しつつも、なお対策を

進めてまいりたいと、このような考えでござ

います。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 総合教育会議は、町長が必要に応

じて開催されるものであります。年２回予定

しておりますけれども、その都度、やはり議

員がご指摘なさいましたように、どんな内容

でどのようなことが話し合われて、どの方向

性で行くのかということで、そういったこと

も町民にとっては興味があることではないか

というふうに思っています。必要に応じて、

通知、周知を図りたいと思います。 

○阿部委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点目ですけれども、やはり立会い

なんかもしっかりとやってもらうと、当然い

ない人のほうが多いかと思いますけれども、

まずは条例改正もいいんですけれども、今あ

る条例に沿って仕事をすると、これが全然や

っぱりやられていないというのが今までの実

態だと思うんです。ですから、ぜひここはし

っかりやっていただきたいし、教育委員会の

ＰＴＡ、令和２年度のＰＴＡからの町に対す

る要望でも、通学路、この間１番委員が挙げ

た中部小学校区の通学路にそういった管理不

全の空き家があります。非常に危ない状況に

なっております。そういった教育委員会なん

かとの関連もありますので、しっかりとやっ

ぱりここはやっていただきたいということで、

あまりお役所的な答弁ではなくて、きちっと

やるのかやらないのかということだけおっし

ゃっていただければ結構ですので、よろしく

お願いしたいと。 

   それから総合教育会議については、教育長
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に答弁していただきましたけれども、やはり

私は内容を少しでも、難しいことはいいんで

す、本当に町民に分かりやすい形で中身を伝

えていく、河北町の教育に関心を持ってもら

う、一般質問でも大分出ていますが、将来の

小学校の在り方なんかについても、学区の当

事者だけでなくて、町民全体で考えていくと

いう上でも、こういった教育会議の内容を伝

えていくというのは大事だと思いますので、

その辺もう一度お願いします。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 空き家等対策につきまして、

しっかりと取り組ませていただきます。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 先ほども申し上げましたように、

ご指摘受けたことを真摯に受け止めて、今後

実行してまいりたいというふうに思います。 

○阿部委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 終わります。 

○阿部委員長 以上で、２番齋藤隆委員の質疑を

終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 それでは、私のほうから４点質問い

たします。 

   まず、消防費、あと地域防災費、あと語学

指導費、交通安全施設、この４点であります。 

   まず、１番目、９款１項１目消防費、決算

書116から119、成果142から143、消防団員の

ことについてまずお尋ねいたします。 

   条例定数565人というふうな内容で、令和２

年７月１日現在477人というふうになってお

ります。前々から団員数が少ないというやつ

は重々承知しておりますが、477人と。この中

で、令和２年度は大変な水害がございました。

消防団員の方は相当多くの方が出動されまし

た。この中にあって、全く活動ができていな

いというふうな団員さん、もしくは国の補助

関係がいろいろ落ちる関係のこともあって、

幽霊団員が何名いらっしゃるのか、その辺の

ところをちょっとお尋ねしたいと。当然88名、

一応少ないわけですので、いろいろな形で募

集関係なさっていると思います。この際にち

ょっと私が思うには、新興住宅街に住む方の

団員が極めて少ないと、その辺のところに行

政指導的なメスがしっかりと入っているのか

というふうなことをお尋ねしたいと思います。

ちなみに、かすみ町、もう既に80戸ほどの住

宅が完成しております。ひなの湯の北側のほ

うですよね。ですけれども、あの地域の中で

は消防団員はいらっしゃらないと。あと、ひ

な市関係、いらっしゃるのかどうか分かりま

せんが、あそこも相当数多くの方が住宅地等

入られています。あと、若葉町なんかも相当

団員数はいらっしゃらないというふうに聞い

ております。昔からの消防団があるところは

何とかかんとかいろいろな形で頑張っていま

すが、どんどんと出てきた新興住宅街の募集

をかけるというふうな行政的な動きがあるの

かどうか、消防団員任せになっていないのか、

その辺のところをちょっとお尋ねしたいとい

うふうに思います。 

   あと、９款１項４目の防災ラジオ、これは

非常に効果があるかというふうに考えており

ます。もっともっと台数を増やして、町民の

安全に結びつけていただきたいというふうに

思っていますが、災害協定として、エフエム

山形と災害時における放送要請に関する協定

を一応締結したと、この内容があります。中

身を見てみますと、まず防災情報です、あと

は緊急地震情報、あとは国民保護情報、北の

ほうからミサイルが発射されましたと、そう

いうふうな類のやつだと思います。この中に

町民が求める情報として、例えば強風が吹い

ていますとか、あとは断水が出ていますとか

山火事が発生していますとか、大雨が降りそ

うですとか、そういうふうな類の情報がこの
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協定の中でしっかりと受け入れられて放送す

るような文言になっているのかどうか、これ

をちょっとお尋ねしたいと思います。本来だ

ったら、ここに停電というふうな枠も設けた

いんですが、前回２日ほど停電になったとい

うときには、いや東北電力だから役場は関係

ないというふうに言われました。でも、住ん

でいる人はいつ電気がつくんだと、あっちの

ほうは明るいじゃないかと、そういうふうな

声が聞こえました。そういうふうなところの

連携が今回危機管理室が出て、しっかりと東

北電力のほうと提携をしてそういうふうなこ

とがご自宅にいながら防災情報として伝わる

のかどうか、これをお尋ねしたいと。また、

災害は24時間いつやってくるか分かりません。

役場は５時で終わりかもしれませんが、夜中

の２時、３時になったときに、こういうふう

な防災情報というのがエフエム山形のほうか

ら流れるのか、朝の３時、４時でも流れるの

か、その辺のところもお尋ねをしたいと。 

   あと、３点目、10款１項３目語学指導費990

万円というふうな内容で、決算書122、成果151

ページにあります。これは、成果のほうをち

ょっと読みますと、文科省の外国青年招致事

業による外国語指導助手１名体制によりとい

うふうな内容でいろいろ書かれています。今

回令和２年度どのような活動形態があって、

990万円が一応動いたのか、その辺のところの

活動内容と経費についてお話を伺いたいと。 

   あと、もう１つ、助手を招致する場合、多

分日本全国どこの自治体でもこういうふうな

ことがあろうかと思います。そうしたときに、

招致する雇用条件というのがその町単独で決

められているのか、それとも国や県の指導が

あるのかどうか、そういったところをお尋ね

したいです。 

   あと、最後の質問になります。13款１項４

目交通安全施設工事ということで、これはカ

ーブミラーのことについてです。令和２年度

は５か所ということで、48万円の一応予算が

ついておりますが、毎回カーブミラーはＪＡ

さがえ西村山さんの寄附を待っているんだと、

そういうふうなお話をしょっちゅう聞きます。

いつ来るか分からないんだと。でも来ると思

うから待ってくれと。しかしながら交通安全

というふうな面を考えたときに、寄附を待っ

ているんじゃなくて、やはりしっかりと予算

を立てて、どこと、どこと、どこというふう

な内容を明確にするのがやはり行政として必

要じゃないかというふうに思います。寄附は

当然ありがたいですが、寄附があったときに

はプラスアルファというふうな考えの下でや

っていかないと。寄附ありきでやっぱりやる

内容では、多分私はないんじゃないかと思い

ます。あと、反射鏡は当然劣化します。曇り

ガラスになっている箇所が結構あります。交

通安全指導員の方が様々点検をして、ここと

ここはだめですというふうなこともしっかり

とやられているところはいいんですが、なか

なかそうばかりも言っていられないような状

況にあるのかなというふうに思います。非常

に直射日光浴びるところもありますし、あと

は直射日光を浴びなくてある程度経年劣化が

抑えられているというふうなところなんかも

ありますが、ひっくるめて、やはりポールの

腐食、あと破れとか傷とか、そういうふうな

内容なんかも含めて誰が何をするのかという

ふうなことをお答えいただければ一応幸いで

す。 

   以上です。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 ９款第１項１目消防団費のこ

とでご質問をいただきました。116ページから

でございます。 

   まず、団員の状況ということで、いわゆる

幽霊団員ということで現状分かっているのか
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ということでのお尋ねでございましたが、こ

ちらについては現状把握できておりません。 

   あとは、新興住宅に住む方々、特に具体的

に町内会名お出しいただきまして、行政指導

などはしているのかということでのご質問を

いただきましたが、担当課としてどの分団、

どの班が前の年から人数が減ったかなどの承

知は当然いたしておりますが、個別に行政指

導、指導などはしていないところでございま

す。町としましては、広報などで広く呼びか

けるということの活動、あとは消防団と連携

して団長あたりも水防訓練が終わった後とか

機会を見て町民の方々に呼びかけております

が、そういう形で団員募集を図っているとい

う現状でございます。 

   あと、防災ラジオにつきましては、断水、

失礼しました、地域防災費のほうですが、断

水、停電などの際に防災ラジオが活用できな

いのかということでのご質問をいただきまし

たが、こちらにつきましては、協定や要綱、

ご紹介いただきましたような規定がございま

すので、その中での運用というふうに考えて

いるところでございます。ただ、その防災ラ

ジオの後段のほうで、災害はいつ来るか分か

らないと、夜中に発生するかもしれない中で

これが流れるのかということでのご質問もい

ただいたところでありますが、地震につきま

しては震度４以上ですとＪアラートと連動し

て防災行政無線が働きますし、それに連動し

て、これも防災ラジオのほうで、これは要綱

に基づいて緊急割込み放送ということで対応

になります。あとは、大雨、水害が予想され

る場合ですと、あらかじめ気象予報の段階で、

警報ということでの予報が鳴りますと、その

時点で職員が第一次配備に入りますので、そ

のまま経緯を見守る中で、たとえ夜中であろ

うと時間を問わずお知らせはできるというふ

うに考えております。 

   後段のほうで、交通安全対策の部分で、カ

ーブミラーのこともお話しいただいたかと思

うんですが、これらポールの腐食、汚れ、傷、

こういったものについて適宜修繕するのは総

務課防災機器管理室の業務ということであり

ます。 

   以上です。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 10款１項３目語学指導費に

関してです。 

   初めに、ＪＥＴプログラムのほうの、文部

科学省の外国青年招致事業のほうですけれど

も、こちらにつきましては、河北町のほうで

も昭和62年度から長年その事業を利用して外

国語指導助手の方に来ていただきまして、中

学校、小学校等で英語の授業等をしていただ

いたたところでございます。このＪＥＴプロ

グラムのほうにつきましては、報酬等は国の

ほうで幾ら以内ということで定められている

ものでございます。住居等につきましては町

のほうで準備をして住んでいただくというふ

うになっていたところでございます。このＪ

ＥＴプログラムについてですけれども、近年

教育への専門性、また資質が低下していると

いうこと、また教員とＡＬＴの協働による授

業づくりができなくなったということ、また、

町事業への参加、協力への積極性がなかなか

見られなくなったというようなことから、令

和２年度より新たに民間の会社に委託をしま

して、外国語指導助手の派遣のほうを行って

いただいたというような状況になっておりま

す。 

   活動内容といたしましては、１つ目が小学

校５、６年生、中学校の外国語の授業の講師、

２つ目として、ＫＧＫ等の英会話の講座での

講師、３つ目として、ＫＩＲＡ、国際交流協

会での事業への派遣ということで、ブラッシ

ュアップセミナーですとか、キッズクラブ、



- 270 - 

あとスモールワールドフェア等にも派遣を行

っております。４つ目として、ご・ざぁーれ

広場の英会話教室、こちらは小学校３、４年

生対象となっておりますが、こちらへの派遣、

あと５つ目として、ひな、あいこども園での

英語レッスン、６つ目として広報かほくのほ

うにＡＬＴのコーナーを設けまして、日本語

と英語で紹介を行っている、このような活動

内容となっております。 

   民間のほうに990万円ということで、２人の

外国語指導助手の方に来ていただいているわ

けなんですけれども、一月税抜きで75万円と

いうことで990万円の委託料となっておりま

す。この民間のほうへ委託した成果として、

こちらのほうでは、教育委員会のほうでは専

門性の高い講師が派遣されて、児童生徒や教

員との関係も良好であるということ、あと、

２つ目として業者が授業で活用できる効果的

な教材や教具を開発して提供していて、教員

の教材研究にもつながっているということ、

最後に３つ目として、ＡＬＴが町の各種団体

の活動のほうに積極的に参加して、町民の１

人として町を盛り上げているといったような

ことを成果として捉えているところでござい

ます。 

○阿部委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、一番最初の消防団員のやつについて

は、まず477名は一応よく理解しました。令和

２年度でどれだけの動員があったかというふ

うな内容は、当然これは知るべきだと思いま

す。また、一度も来られなかった方は、何で

来られなかったというふうな内容までやっぱ

り踏み込んでいかないと、やはり危機管理室

というふうな内容でできたわけですから、そ

の辺のところについては十分掌握をしていた

だかないと私はだめだと思います。 

   あと、先ほど私言いましたように、無理が

かかっている地域と、ほとんど消防団という

やつは私のところは関係ないよと、そういう

ふうなばらつきが、やはり私は出てきている

と思うんです。河北町を、やはり住んでいる

方々で皆さん守るんだというふうになれば、

ある程度協力を呼びかけると、その呼びかけ

も全くしていないと、そして消防団員任せで

あっては、なかなかやっぱり私としてはおか

しいんじゃないかというふうに思います。や

はりそういうふうな道筋をつけるのが行政の

大きい役割だと思うし、そして、消防団のほ

うといろいろな内容の話合いをしたときに、

真剣になって聞いていただいて、じゃあどう

すればいいかと第１分団、第２とかいろいろ

ありますが、うちのところはえらいやっぱり

一所懸命やっていますよ。でも、全く関係な

いところは同じ町内であっても全く知らんぷ

りと。うちの地域は、自衛消防というふうな

内容を理解して１戸当たり800円出している

んです。200、高関はいますんで、二八、十六

と、16万円、それは自衛消防団員の方が消火

栓の点検をしてくれたりとか様々なことの地

域のやつをやっていただいているんで、全く

皆さん出さないという方はいないです。しか

し、道１本離れて違った地域になったときに

は全て町におんぶに抱っこと、そういうふう

なことになっていないのかということをもう

一回、やはり点検をぜひお願いしたいという

ふうに思います。そして、やっぱり頑張って

くれた方にはそれなりの報酬というやつを出

していただきたいし、そして来られなかった

方にも一律報酬というふうな内容も私はやっ

ぱりおかしいと思います。１年に１回も来な

いで報酬だけをもらうというふうなことでは、

一所懸命やっている団員に対して私は申し訳

ないというふうに思います。その辺のところ

もしっかりと調査すべきところはやった上で、

対処お願いしたいというふうに思います。 
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   あと、防災ラジオについては、非常に私は

有効的に使えるんじゃないかというふうに思

います。エフエム山形だけを通さないと流れ

ないというふうな品物なのかどうかちょっと

分かりませんが、町内だけだったら、例えば

この間のように徘回者が行方不明になりまし

たというふうな情報をお知らせするとか、何

か大きい情報じゃなくても町民が必要とする

ような情報というのはその中で私はやり切れ

るんじゃないかというふうに思います。その

辺のところをちょっと考えていただきたいと

いうふうに思います。やはり水害、台風、地

震、停電、断水、山火事、いろいろとここ何

年間の中で目に見えて、一応我々は一度体験

したわけですので、そういったところもフォ

ローできるような形にぜひお願いしたいとい

うふうに思います。 

   あと、外国語のほうのやつについては一応

分かりました。そんなに難しい、多分英語を

教えているというふうな内容でもないと思い

ますし、若い方々は結構英語の達者な方なん

かもいらっしゃいますので、そういうふうな

方に雇用の機会を与えるというふうな内容で、

いろいろな活動の中で使える方はいろいろな

仕事を与えられるような工夫も必要かなと思

いますので、その辺のところをよろしくお願

いしたいと思います。 

   あと、カーブミラーについては、とにかく

町の予算のほうを頑張ってつけていただいて、

何というか、気合だけで交通安全はできるわ

けじゃありませんので、しっかりと必要なと

ころに交通安全の標識をつけると、そういっ

たことをきちんとやっていただければという

ふうに思います。 

   最後に質問しますが、消防団員関係のこと

について、もう少し踏み込んで調査をすると

いうふうな、私の質問に対してもう一度お答

えください。 

○阿部委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 消防団員の実態把握につきま

しては、消防団任せの部分があるということ

でのご指摘もいただきました。町として、事

務局として何ができるかというイメージは正

直ございませんが、その辺り反省して、消防

団任せではなく、消防団とともに解決に向け

て行動できるようにしっかりと相談させてい

ただきたいと思います。ちょっと具体的なお

答えができなくて申し訳ございません。 

   あと、１点だけ、今のご質問ではないんで

すが、カーブミラーの分で補足して申し上げ

たいと思うのですが、先ほど担当は総務課防

災対策室ですとだけ申し上げたところですけ

れども、こちらについては予算がございます

ので、その予算の中で適宜対応してまいりま

すということをぜひ付け加えさせていただき

たいと思います。 

   以上です。 

○阿部委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 終わります。 

○阿部委員長 以上で、９款から14款までの質疑

を、失礼しました、以上で、５番委員の質疑

を終わります。 

   以上で、９款から14款までの質疑を終わり

ます。 

   ここで、２時45分まで休憩といたします。 

     休 憩  午後２時３０分 

     再 開  午後２時４３分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   次に、歳入全款についての質疑の通告を求

めます。 

   （４番、10番通告あり） 

   ４番、10番、落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   では、最初に、「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 お尋ねします。 

   まずは、決算書の14、15ページ、これは調
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定額、調定というものについて基本的にお伺

いしたいんですけれども、私単純に考えるに

現年度分の調定から収入済額、そして不納欠

損額を引いて収入未済額が出るわけですね。

現年度分の収入未済額と滞納繰越し分の収入

未済額をプラスしたものが次の年の滞納繰越

金の調定額と、こういうふうになるんじゃな

いかと、こういうふうに思うんでありますが、

その調定額の算出について第１点目お伺いし

ます。 

   次に、成果に関する調書の第４表、いいで

すか、４表の町税の徴収というのがあります。

ここに、調定済額の一番右、Ｄです。6991と

いう数字があります。標準税率超過調定額、

これについての説明、これはどういうものを

指して、どういうものを言うのか、これにつ

いてお伺いしたいと思います。 

   それから、今の４表ですが、ここです、徴

収済額、現年度課税分Ｅ、滞納繰越し分Ｆ、

合計Ｇというのになっています。これは、Ｇ

とＥを足してもＦの数字にはなりません。つ

まり、現年度分と滞納繰越しを足してもこの

合計にならない、なぜならないか、縦の数字

を全部足しても、縦は合うんです。全部合う

んです。Ｆも合うし、全部合うんです。横を

足しても全部合うんです。なぜ合わないかい

ろいろ計算すると、軽自動車税の部分が非常

に難しい。この表を見ますと、普通税（１）

町民税として町民税の合計が出ています。そ

してその町民税の内訳としてア、イ、ウ、エ

があります。これを合計するとこの（１）、

ア、イ、ウ、エを合計すると（１）になりま

す。（２）も固定資産税、ア、イとあります。

これを合計すると（２）の合計で合うんです。

ところが軽自動車税にいくと、数字の表記が

ないんです、これ。何も書いていない。合計

のところにはあるんですが。環境性能割、あ

るいはアとイがありますね。アとイには入る

分あるんですが、（３）だけは、（３）とし

ての合計が数字入っていない。４はたばこ税

ということで、これは現年度分です。なぜ（１）、

（２）はちゃんとア、イ、ウの分が、合計し

た数字が表記してあるのに、（３）の軽自動

車税だけは（３）の欄に数字が入っていない

のか、ここがちょっとよく分からないのでそ

の点、３点についてお尋ねします。 

○阿部委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 まず、決算書のほうから説

明申し上げます。 

   決算書の14ページ、15ページになります。 

   収入未済額についてですが、滞納の収入未

済額、すみません、間違えました。収入未済

額それぞれ現年分、滞納分とあるんですが、

その分が、これは昨年度の滞納、昨年と今年

の関係でちょっと申し上げますと、昨年度の

収入未済額につきまして、残った数字に還付

未済額を加算した数字が結局この令和２年度

での調定額になるということになります。こ

こで申し上げますと、ここで、今年度、令和

２年度の決算ですので、この令和２年度の収

入未済額、例えば滞納繰越し分が11799418と

いう形で残るのですが、これは、要は次の年

の調定額のベースとなるもので残るんですけ

れども、それに還付未済額を加えた形で翌年

度の調定額になるというふうなことで、これ

はイコールにはならないかなというふうに、

表れていない数字もありますので、そういっ

た考え方になるかと思います。 

   あと、６表、成果のほうの６表のことなん

ですが、すみません、４表です、申し訳ない

です。６ページの４表のことなんですが、こ

こは、最初のほうのお尋ねですが、まずここ

の４表というのは決算統計上の帳票というこ

とでまずご理解いただきたいというふうなこ

とがあります。この中で、調定済額の法人町

民税の法人税割のところに6991というふうな
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ことで、標準税率超過調定額というふうなこ

とで記載がされているかと思います。これに

つきましては、法人税割については財政上そ

の必要があると認められるときについては一

定の範囲内で標準税率を上回る税率によって

課税することができるというふうなことがさ

れておりまして、ちょっと本町の例で申し上

げますと、平成26年10月１日から令和元年９

月30日までに開始する事業年度に適用される

税率としては、標準税率として9.7％、あとそ

れに2.2ポイントの超過分というふうなこと

で、合わせた形で課税しております。その2.2

ポイントの部分がここに記載されるというふ

うなことになります。超過分だけになります。

標準税率を超えた分になります。同じように、

これが令和元年９月30日までだったのですが、

同じように令和元年10月１日からもまた別の

税率で超過税率というふうなことで課税して

おりますので、その場合は標準税率が６％、

あと全体の税率としては8.2％なので2.2ポイ

ント、この分については超過税率というふう

なことでここに合算したものとして699万

1,000円という形で記載されているというふ

うなものでございます。 

○阿部委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 第４表の軽自

動車税の環境性能割のところに現年課税分と

滞納繰越し分の数字がないわけなのですけれ

ども、今ちょっと確認しておりますので、後

ほど回答したいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 非常に分かりにくい。要するに、差

額、一緒にならない、つまり現年度分の滞納、

現年度分の収入未済額と滞納繰越しの額を合

計したのが調定額にならないというのがちょ

っと理解できない。どうしてなんでしょう。

何が、もう一回詳しく聞かないと分からない

です。もう一回詳しく教えてください。 

○阿部委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 基本的には、前の年の収入

未済額が翌年度に繰り越されるような形にな

りまして、その調定額になるというふうなこ

とではお考えは間違いないのですが、必ずし

も全くイコールではなくて、還付未済額があ

る場合にはその金額が加算される場合がある

というふうな内容でございます。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 その還付未済額、例えば過誤納還付

金だったらちゃんと払われているわけであり

ますから、この還付未済額というのはどうい

う性格なのか、それからこの決算の中でどこ

にその数字が出て、自分たちが判断すればい

いのか、どの数字に基づいて、積算して、出

てこない数字、確かに令和元年度の現年度の

収入未済額と滞納繰越し分の収入未済額を合

計したものと、ここに出ている滞納繰越し分

の差額がありますから、差額がそれなんだろ

うとは想定はできますけれども、どうもその

還付未済額という意味合いがよく分からない。

還付未済額についてもう少し詳しく説明して

いただきたいと思います。 

○阿部委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後２時５５分 

     再 開  午後３時０１分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 大変申し訳ございません。

まず、還付未済のことなんですが、当然還付

しなければならないというものについて還付

なっていないというふうなもので、例えば、

原因としては二重納付だったり、あとは誤納

だったりというふうなケースが考えられます。

この場合というか、ちょっとご納得いただけ

ないと思うんですが、システム上その数字を

ここでは引っ張ってきてここに上げていると
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いうふうなことで、ここではちょっと足し算

引き算ではちょっと出ないような数字になっ

ています。この決算書上では。やはり、やっ

ぱり考え方、基本的な考え方というのは佐藤

委員おっしゃるとおりなんですが、それの還

付未済についても影響する金額ということで、

差引きだったり足したりというふうなこと、

この場合足すことになると思いますが、そう

いった感じで調定額に反映させるというふう

なことの作業を行っております。 

○阿部委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 第４表軽自動

車税の環境性能割のところですけれども、環

境性能割自体は市町村税になっておりますが、

当分の間県が賦課徴収をしている状況です。

県のほうから徴収した額がそのまま、ただ通

知で来るだけですので、現年と滞納に分けら

れないという、今状況になっておりますので、

ここの欄に数字が入れられないというふうに

なっておりまして、こういった表になってし

まっていると。また、この空欄にしているも

のにつきましては、決算統計のルールでこう

いうふうに整理しているということですので、

どうしても合計もちょっと合わなくなってし

まうというような状況になっているようでご

ざいます。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 基本的には、現年度の収入未済額と

滞納分が合計したのが次の年の滞納になるん

ですが、そこに還付しなければならないお金、

前にもどなたかお尋ねしたとおり、そのため

に過誤納還付金があります。令和２年度の分

は令和２年度として過誤納還付金で払ってい

る。令和３年度は令和３年度でそういうふう

なことが起きたら過誤納還付金で払う。要す

るに、その差額の金額、還付金というのは、

要は令和２年度の分なの、令和３年度の分な

の、それとも令和元年度の分なの、一体どこ

のお金のやり取りなの。どこの年度にも属さ

ないお金なの、それは。だって、全然出てこ

ないですもの、決算書には。どういうふうに

考えればいいんですか。 

○阿部委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 翌年度の調定額を算出する

際にシステム上計算、いろいろな条件を加味

した上で出てくる金額を出す上での還付未済

額というふうなことですので、ここの決算書

に出てくる数字とか、そういったものではな

いというふうなことになります。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 そうしますと、これ、町民税も固定

資産税も都市計画税もそのようになっていま

すね。プラスになっているものもあれば、マ

イナス、昨年度の分よりもマイナスになって

いるものもプラスになっているものもあるわ

けですが、そうやって還付しなきゃならない。

そうしたら、その還付は、還付したのは、還

付行為は令和元年度に還付したんですか、令

和２年に還付したんですか。還付したんでし

ょう。令和２年度も令和元年度もないところ

で還付したなんてことはあり得ないでしょう。

どこかで還付しなきゃならない。令和２年度

で還付するんだったら、令和２年度の過誤納

還付金に入れればいいだけの話じゃないかと

思うんだけれども、どうもここに数字上出て

こないので、出てこない中でそういう、引か

れたり増えたりするというのは決算としては、

私はおかしいと思うんですが。 

   それからもう１つ、先ほどの表４にありま

す標準税率超過調定額、これがまだ分からな

い。これが何になるんでしょう。答えたとこ

ろによりますと、何て言うんだろう、個人町

民税の平成26から令和までの9.7％の２．何と

かと言いますが、この数字は一体決算書のど

こに反映されているお金ですか。6991ですか。

六百九十何万円というお金は、決算書でいけ
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ばどこに反映されて、どこにあるんですか。

これは、表４で見ますと、これは収入になっ

ているんです。表４で見ますと、標準税率超

過収入済額となっています。２年度に収入な

ったと、695万6,000円なっているんです。こ

れは、この私たちが預かっているこの決算書

のどこにあるんですか。この六百何万円とい

うのは。それを教えていただきたいと思いま

す。 

○阿部委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 すみません、ちょっと法人

町民税のほうだけ先に答えさせていただきま

す。これにつきましては、標準税率調定額が

幾らというふうなことで、通常の調停済額、

あるいは徴収済額の内数に入っているんです。

ここに記載されているのは。標準税率を超え

る部分ですので、プラスアルファ、その部分

をここでちょっと決算統計上はここに必要と

しますということからこういう様式になって

いるということで、通常はＣまでの欄、あと

はＧまでの欄で完結しているのかなというふ

うに思われます。 

○阿部委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後３時０９分 

     再 開  午後３時１０分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 法人町民税の超過税率につ

いてちょっと説明がちょっと誤解というか、

不足しておるような感じなので、ちょっとも

う一回繰り返しになるところもありますが説

明をさせていただきます。 

   通常、町法人税割の税額というふうなもの

は、通常、今の、平成26年から期間によって

税率は違うんですが、まず一定の期間という

ことで、今現在のお話をさせていただきます

と、今現在は標準税率が６％というふうなも

のが法人税率の標準、法人税割の標準税率に

なります。それを、一定の期間市町村によっ

て、市町村といいますか、市町村のほうでは

限度額までそれを上げることが可能になって

いるというふうなことで、その上げ幅につい

ての金額がここの699万1,000円、あと695万

6,000円と、その分だけの数字になります。そ

れはどこに入っているかというふうなことで

すので、ただ決算書上は法人税割の収入済額

調定額のそれぞれ現年分、現年課税分と滞納

繰越し分それぞれ七千何万円と、あと70万円

という数字が調定額、収入済額が7,327万

1,000円、あと、すみません間違えました、

7,289万9,900円、あと滞繰が37万1,100円とい

うことで、この中には入っているんです。た

だ見えてこないだけなんです。ここの標準税

率を超える部分だけの表記というふうなこと

で、通常税では使わないんですが、ちょっと

決算統計上必要となってくる数字なので、こ

こだけ別に記載されているというふうに理解

をしております。 

○阿部委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後３時１２分 

     再 開  午後３時１５分 

○阿部委員長 休憩を解いて再開します。 

   「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 今回の収入未済額の件であ

りますが、先ほど委員のほうおっしゃられた

ように、基本的な考えは収入未済額が翌年度

の調定額のベースになるというふうなことで

はもちろん間違っておりませんし、そういう

考え方であります。令和２年度の還付未済額

については、還付未済額というふうなことで

ありますので、本来は還付しなければならな

いんだろうけれどもいろいろな事情によって

還付なっていないというふうな金額があるん

ですが、それについては令和３年度のほうの

歳出還付になります。ということで、調定か

らは引かれるというふうになるかと思います。 



- 276 - 

○阿部委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 決算書と成果

に関する調書のこの第４表でありますが、こ

の第４表につきましては、決算書の例えばで

いうと、町民税であれば個人均等割とか所得

割の内容が決算書では分からないわけですの

で、そういったものを示した資料と。固定資

産税であれば、土地、家屋、償却資産という

ふうに分ければこういう数字になるというふ

うに分かりやすく示した資料で、その中に付

加的なものとしてこの標準税率の超過調定額

があるというふうな資料になっております。

決算統計は国の統計でありますので、この表

でほかの自治体と比較できるようにつくって

いるものというふうに理解いただければとい

うふうに思います。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 そうしますと、六百幾らと、六百何

万円というのは決算書の数字には出ていない

けれども、その全体の中の一部に入っている

というふうに理解すればいいですか。じゃあ、

分かりました。その件については、何かもう

ちょっと表記、括弧つけて書くとか何か含ま

れているんなら含まれているというふうに見

て理解できるような書き方をぜひしていただ

きたいと思います。 

   もう一つ、その軽自動車の中の４表にあり

ます、どうしても理解できなかったのは、足

し算しても合わなかった現年度と滞納分の徴

収金額の合計が合わなかったのをずっとやり

取りすると、要するに軽自動車の環境性能割

の280万円が現年度にも滞納分にも入ってい

ないで合計にぽっと入ってきたために合わな

いんですね。なぜ、これ、現年度でも滞納繰

越し分でもないというのは何なんですか。も

う一回そこに対して説明お願いします。 

○阿部委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 軽自動車税の

環境性能割につきましては、市町村で徴収し

ているのではなくて、県で徴収して市町村に

交付になるものです、今現在。当面の間この

措置が続くというふうになっておりまして、

県からの通知に現年と滞納繰越し分という明

細が特にございませんので、どちらにも入れ

られないということからこの欄を空欄として

合計だけに記しているというような状況にな

っているところです。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 そうしますと、この決算書の14、15

ページの中の、軽自動車税ありますね、そこ

に環境性能割というのがあります。ずっと見

ていくと、280万円は調定額、280何万円に対

して収入済額がその金額イコールなんですか。

これ現年度分と書いてあります。ここには。

要するに、決算書で見ると現年度分とこうい

うふうに表記してある280万円と、ここに、第

４表にあります現年度にも滞納分にも入れら

れない280万円というのは違うお金ですか、こ

れ、同じお金ですか。それについては。 

○阿部委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 今ご質問あり

ました決算書の軽自動車税の現年課税分の

280万3,000円と第４表の合計の欄にあります

280万3,000円は同じものでありますが、予算

書上は現年分に分類、どちらかに分類しない

と計上できませんので、こういう計上にして

いますが、決算統計の、これは国の統計であ

りますから、国の統計のルール上、こういっ

た表記になっているというふうにご理解いた

だければと思います。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 要するに、現年度にも滞納繰越しに

も入らない、国からのこういう統計上のもの

なんだけれども、うちの町の決算書ではどち

らかの部類に入れなきゃならないのでやむを

得ず現年度に入れていると、こういうふうに
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理解するしかないんですか。 

○阿部委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 やむを得ずと

いうよりも、現年度、令和２年度に県のほう

から交付になっておりますので、現年分に入

れているというようなことでございます。 

○阿部委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 ちょっとなかなか分かりにくい分が

ありますが、質疑は終わります。 

○阿部委員長 以上で、４番佐藤修二委員の質疑

を終わります。 

   次に、「10番木村章一委員」 

○木村委員 歳入の20ページ、13款２項２目の給

食費保護者負担金6,100万円あまりがありま

す。寒河江西村山の近隣市町では給食費の保

護者負担分の無料化が進んでおります。その

状況をどのようになっているか、どのように

把握しているか説明を求めます。 

   次に、22ページ、14款１項６目町営住宅使

用料、収入未済額5,100万円あまりありますが、

どういう内容か説明を求めます。 

   34ページ、16款２項９目県支出金の災害復

旧事業費補助金、予算現額が３億3,400万円あ

まり、調定額が何と2,300万円しかなくて、非

常に予算現額と調定額、マイナスの乖離があ

るという数字であります。私たち議会は決算

でこんな結果でしたというふうな報告を受け

るしかないのかどうか説明を求めます。 

   以上、お聞きします。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 給食費保護者負担金につい

てでございますが、申し訳ございません、ち

ょっとただいま手持ちの資料がございません

ので、ちょっとお待ちいただけたらと思いま

す。申し訳ございません。 

○阿部委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 決算書ページ、23ページの

住宅使用料に関する内容で、収入未済額512

万2,700円となっております。その内訳であり

ますが、東団地、あと田井住宅に関わる収入

未済額のほうが内訳54万5,100円、あと合わせ

て定住促進住宅、サン・コーポラス関係のほ

うで収入未済額457万7,600円というような内

容でございます。 

   収納率でございますけれども、町営住宅の

ほうについては、93.94％、あとサン・コーポ

ラスの定住促進住宅のほうは収納率が

87.02％といった内容でございます。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 決算

書のほうの34ページ、35ページの災害復旧費

補助金についてであります。予算額として３

億3,404万9,000円ということで、調定額につ

きましては、調定額と収入済額については

2,399万5,634円ということで、３億1,000万円、

３億1,041万3,666円ということで差額がある

わけでありますけれども、この補助金につき

ましては、令和２年度の第15回補正予算、３

月補正と３月31日の第17回臨時議会で可決い

ただきました第17回補正予算でいろいろ修正

してございます。補正してございます。この

中で、国のほうの災害復旧費国庫補助金など

も関連して減額などもさせていただいており

ますけれども、この差額につきまして、大き

な３億1,000万円ほどの差額につきましては、

繰越明許費などもありますけれども、繰越明

許費で２億4,434万円ほど繰越明許費はあり

ます。そのほかに、6,600万円ということであ

りますけれども、この6,600万円につきまして

は、令和３年度のほうに歳入ということでな

るというようなことで、その年度末に補正予

算を繰り返したというようなことで、その差

額については申し訳ないんですけれども、令

和３年度に歳入ということで収入になってい

くというようなことでご理解いただければと

いうふうに考えてございます。 
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○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 町営住宅使用料収入未済額の東団地

分の54万5,100円は算定ミスの関連ではない、

通常のものだということなわけですね。全体

として500万円というのはなかなか大きい数

字になっておりますけれども、その回収方法

といいますか、使用料が滞納ならないような

取組というのはどんなふうにしているかお聞

きしておきたいと思います。 

   それから、災害復旧事業費の補助金の歳入

と調定の乖離分についてですが、水害対応と

いうことでいろいろと国、県と対応してしっ

かり取り組んでいる中での動きとは思うんで

すが、議会としては、そのできるだけ実態に

近い状況を何らかの形で把握しながら状況を

見守っていくと、中には実際にやってみて、

説明を受けたんですが、事業をしてみて額が

決まらないと国からの支出額が固まらないと

いうようなものもあるんだということである

んですが、決算の段階で最後にこんな大きい

数字の乖離ではなくて、どこかの段階で説明

を受けるとか、そういったことがあってもし

かるべきだったのではないかと思うんですが、

その辺はどう考えているかお聞きしておきた

いと思います。 

   給食費のほうについては数字を待ちます。 

○阿部委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 住宅使用料に関しての、滞

納にならない対応というようなことのご質問

でございます。毎月ですけれども、調定を切

りまして口振、あるいは現金を収納というよ

うな形の方もいらっしゃいます。仮にそこで

収納がならない場合には翌月の部分として収

納の不納者の方へまた納付書の送付というこ

とで、送付しているわけですけれども、なか

なか生活の事情などもありまして、なかなか

事情によって様々なケースが見受けられると

ころです。３か月以上の滞納になれば督促状

というような形のものも、文書的には通知な

どもお出しするような流れになりますけれど

も。やはり訪問、職員のほうが、そういった

方には訪問を重ねた中で、やはり滞納者と信

頼関係を築くといった中で、個別の情報など

を集約した中で、やはりより滞納者のほうが

収納しやすい環境づくりという部分の中で、

そういった職員との信頼関係をつくりながら、

計画的な収納が行われるようにという部分が

大事だと思っていますので、そうした取組を

徹底しながら今後収納の、収納率向上に向け

て頑張っていきたいと思います。 

○阿部委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 災害

復旧費補助金についてでありますけれども、

年度末に補正のほうを何度かさせていただい

たというようなことと、繰越明許費、繰越計

算書が新しい年度になってから６月に説明書

ということで作成されますけれども、６月に

説明なるという時点と、新年度になりまして

早い段階で新年度の事業説明、町議会のほう

にも説明させていただく時期との兼ね合いが

ありまして、その説明する時期がちょっと６

月に決算書が出ないとなかなか説明する根拠

が示せないということで、その時期について、

する時期をちょっと逸する、時期がちょっと

なかなか見つからなかったというようなこと

で、豪雨災害でいろいろ担当のほうも苦労し

ましたということで、その時期と重なったり

しまして説明する時期がなかったということ

で、議会のほうに対して結果的には説明不足

だということになります。大変その辺は反省

をしまして、次に備えていきたいということ

で説明をさせていただきたいというふうに思

っております。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 給食費の無償化等の状況に

つきましては、ただいま調査中でございます
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ので、後ほどお答えさせていただきたいと思

います。申しわけございません。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 この後いよいよ何か事務局のほうも

そわそわし始めているような、日程が詰まっ

ているのかななんていうふうに思っているん

ですが、学校給食費については、寒河江市で

は全員、小学校、中学校全員を対象に無償化

しているとか、それ大江町では年度、上のほ

うの学年からだんだんと下のほうの子供たち

に無償の幅を広げているとか、そういった取

組が進められているというので、河北町でも

ぜひその辺は見習うべきじゃないかという議

論をしたいというので説明していただこうと

思ったんですが、まだ数字が分からないとい

うことでありますけれども、そんな状況があ

ると、私は把握しております。ここで町長に

お聞きしたいんです。これは町長判断かなと

思うんです。どれを選んでいくかということ

ではあると思うんですが、学校給食費の無償

とか、それから国保税がなかなか高くて大変

だなどというのが、町民の中では国保税はど

こでも高いんですけれども、でも河北町、税

金なかなか高い、暮らしにくい、なおかつほ

かでは給食費無償化しているのに河北町では

なかなかそうならないなどというふうな思い

になっていく面もあるのではないか。この辺

の政策判断などについて、町長はどんな判断

をされてきたのかなということについて町長

にお聞きしたいと思います。 

   事業費補助金については分かりました。 

○阿部委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 給食費に関してですけれども、去

年、おととしの10月でしたか、カロリーの基

準の計算が変わりまして、それに照らし合わ

せた場合にカロリーが基準を下回っていると

いう現実がありました。あと、過去何年か、

多分５年ぐらいにわたって給食費は値上げし

ていないという現実がありました。そういっ

たことを鑑みまして、やっぱり子供にとって

栄養豊かなおいしい給食を支給しようという

配慮の下、給食費を値上げした経緯がありま

す。ただ、給食費を値上げしましたが、１食

当たりの補助もしております。正確な金額は

ちょっと十何円、１食当たりではそういう感

じで、負担を町でしております。そんなとこ

ろで、完全にいわゆる無償ではないわけです

けれども、他市町村の全県の動向なんかも見

極めまして、今後の検討課題だなというふう

に思っているところです。 

○阿部委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 木村委員のほうから国保税

の保険料が非常に高いというふうなことであ

りましたので、私のほうから若干説明させて

いただきます。 

   毎年、県のほうで示している数字ございま

して、１世帯当たり保険料どれくらい払って

いるんであろうかというふうなことでの指標

がございます。それで、河北町につきまして

は、35団体中、下から数えて早いというふう

なことなので、真ん中よりも大分下のほうと

いうふうなことでありますので、県内におい

ては高いレベルにあるというふうなことは言

えないというふうに思っております。 

○阿部委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 昨年度の決算ということで、今教育

委員会のほうの答弁、あと担当課長の答弁と

いう状況として受け止めていただければとい

うふうに思います。 

   これは決算審議というよりも、これからの

学校教育なり、あるいは子育て、あるいは町

民の負担、そういったことについての政策的

なテーマだというふうに考えます。予算質疑、

あるいはこれからの町の施策の考え方という

中で議論を深めていければというように思い

ます。私も、ちなみに、他市町、とりわけ寒
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河江市ですね、この動きは非常にすごいなと

いうように思っておりますけれども、本町と

してどこに力点を置いた施策をしていくかと

いうことについては、様々な場面での議論で

深めさせていただければと思います。 

   以上です。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 国保税についての高い、高くない議

論なんですが、県内で比べてみて、以前は県

内で比べても高かったんですが最近はそうで

はないというその事実は認識しております。

ただ、組合健保などと比べると、圧倒的に高

いんですね。組合健保は例えば役場職員なん

かも共済の健保ですかね、そちらなんかもそ

うなんですけれども、所得割だけなんです。

所得が高ければ支払い能力もある、そういう

人が高い。ところが国保は所得割のほかに世

帯割、それに頭数割といいますか、そういっ

たものもあって、町民税だったら人数が多け

れば扶養控除が増える、基礎控除があるとい

うのが逆にプラスになっていく、その分まる

まる増えるような感じで、平均して感覚２倍

ぐらい、同じ医療保険で２倍ぐらいのものな

んですね、高いという認識はしっかり持って、

何とか町民のために高い国保税を引き下げよ

うじゃないかというようなことは念頭に置い

ておくべきだなというのと、それと頑張って

いる寒河江市が隣にあって、それに引きずら

れていくと、いい方向に引きずられていくよ

うなことはしっかり検討すべきだなというこ

とでの議論をしようと思って、状況を言って

もらおうと思ったんですが、皆さんその辺の

状況大体把握されているようですから、どこ

がどうだということはいいです。その説明な

くても、私質疑終わります。そういうことで、

給食費、ぜひ、全体町で出しても6,100万円ぐ

らいをどこからか捻出して下げていくと、ほ

かで、寒河江だけじゃなくてほかでもそうい

うことをやっているところもあるわけなので、

そういうのを見ながら頑張っていくというこ

とも必要なんではないかということを申し上

げて……、数字出ましたか。出たんであれば

説明いただきますが。数字出ているんなら手

を挙げてください。じゃあ、説明してくださ

い。 

○阿部委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 大変申し訳ございませんで

した。 

   令和３年度の状況ですけれども、給食費全

額助成を行っている市町村については、寒河

江市、あと大江町が６年生は全額、あと中学

生が全額助成ということになっております。

あと、そのほか全額助成をしている市町村は、

鮭川村というような状況になっております。 

○阿部委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 そういう状況で、全額ではなくても

少しずつやっているところもありまして、ぜ

ひそういったことをしっかり念頭において検

討すべきであったと、そういう決算であった

と、そういうふうに申し上げて質疑を終わり

ます。 

○阿部委員長 以上で、10番木村章一委員の質疑

を終わります。 

   以上で、歳入全款についての質疑を終わり

ます。 

   次に、財産に関する調書についての質疑の

通告を求めます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   以上をもちまして、議第66号令和２年度河

北町一般会計歳入歳出決算認定についての質

疑を終わります。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （４番、10番の通告あり） 

   10番、賛成討論ですか、反対討論ですか。

（「反対討論」の声あり） 
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   では、最初に反対討論から行います。失礼

しました。４番佐藤修二委員、賛成討論です

か、反対討論ですか。（「賛成討論です」の声

あり） 

   では、最初に反対討論から行います。「10

番木村章一委員」 

○木村委員 議第66号令和２年度河北町一般会計

歳入歳出決算認定について反対討論を行いま

す。 

   町の予算は住みやすく安全で安心なまちづ

くり、産業が活発で楽しく働けるまちづくり

を進めることが求められております。最近の

状況は、人口減少が加速して、どんどん人口

が減っていく、近隣市町村や日本全体として

も同じ傾向が避けられない運命のようにも思

われておりますが、私は取り組み方次第では

人口増に転換できると考えております。広く

世界を見ると、国内総生産、ＧＤＰが伸びて

いないのは、実はＯＥＣＤの中では日本だけ

であります。政治、そして取り組み方が変わ

れば、経済成長や人口の増加は多いに可能性

があると思います。 

   1997年から2018年までの20年間のＧＤＰを

比較した数値があります。この20年間、日本

は1.028倍の成長です。20年間全く伸びており

ませんでした。一方他国はどうでしょう。中

国は11.052倍、ブラジル7.165倍、韓国3.456

倍、カナダ2.447倍、アメリカ2.399倍、イギ

リス2.232倍、台湾2.041倍、フランス1.82倍、

ドイツ1.705倍、イタリア1.612倍、その下は

日本だけ。ＧＤＰが20年間伸びない1.028倍な

のであります。ここから私が読み取るのは、

日本も、そして河北町でも、政治や取組を変

えて、世界並みのことをすれば経済成長やそ

れに伴う人口の増加が大いにあり得るという

ことであります。 

   令和２年度は前年度末から新型コロナ感染

症に手探りしながらの町民の生命と暮らしを

守るために、前例のない様々な対策に取り組

み続ける年度でありました。さらに、７月28

日の令和２年７月豪雨で、町内140戸のお宅と

325ヘクタールの農地、そして林地、24の事業

所、道路などのインフラ、その他が被害を受

け、災害対策と復旧復興の取組が開始されま

した。加えて、12月18日には豪雪対策本部が

設置され、同時期に３つの対策本部が設置さ

れる大変な年度となりました。町の幹部や職

員の皆さんが町民とともに大奮闘していただ

いており、深く感謝を申し上げるものであり

ます。 

   しかし、そんな中でも、以下に述べる分野

では考え方や取組の方向を世界標準並みに見

直し、改善すべきであることを指摘させてい

ただきます。 

   近隣自治体では既に取り組まれている高校

３年生までの医療費無料化制度は一歩出遅れ

ましたが、無料制度のスタートを歓迎いたし

ます。小中学校の給食費負担引き下げは、既

に近隣の市や町が取り組んでおり、町民から

強い要望が寄せられているにもかかわらず、

令和２年度にも取り組まれず子育て世代から

施策の遅れに失望する声があります。子育て

支援の遅れ、不十分さが人口減少につながる

ことがとても心配されます。 

   最上川の水害を繰り返さないための取組は、

国と県、流域の全ての自治体が参加した協議

会で、最上川流域全体としての計画が動き出

し、早急な築堤や河道掘削などの対策が動き

出し、期待しております。ただし、田井地区

と谷地工業団地地域の水害対策となる町側へ

の排水機場設置の計画が立たないこと、押切

地区の排水機場が元の能力に戻すだけの復旧

にとどまり、吐出水槽を追加して最上川本流

の高い水位にも負けずに排出できる機能を追

加すること、このことがまだ計画されていな

いこと、そして荒小屋地区の最上川と白水川
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の合流点の堤防下からの基盤漏水を止める対

策が具体化されていない重大な問題が残され

ています。 

   町民の水害対策は、つらい教訓を本当に生

かし、水害の記憶が鮮明なうちにお宅ごとの

防災対策、マイタイムラインづくりを早急に

進めるべきであります。それとは別なものと

して、地震災害対策のお宅ごとの防災計画づ

くりも早急に進めることが必要であります。 

   所得が同じ場合、組合健保の２倍近くにも

なる高過ぎる国保税に悲鳴が上がっています。

組合健保のように所得割だけにして、世帯割

や人数割りを廃止すべきであります。国保税

は基金を活用し、さらに一般会計の法定外繰

入もしてでも引き下げをすべきではないでし

ょうか。令和２年度末には１年分の国保税収

入額３億5,900万円をはるかに超える４億

4,700万円の基金が残っています。国保税は高

過ぎるということを深く認識して、町民に過

重な負担を求めないようにすべきであります。

一般会計から国保会計に繰入れをして、近隣

市町よりも国保税が比較的安いまちづくりを

することは、住みやすい町河北町への大きな

イメージアップになります。 

   令和２年度のふるさと納税は12億5,806万

円の寄附をいただき、返礼金のルール変更を

克服し、単年度の差額差引５億4,967万円の自

主財源を獲得し、返礼品の提供で産業振興に

貢献し、他事業の税源として１億8,113万円が

活用されたことは評価に値します。引き続き

アイデアと熱意を尽くしての奮闘を期待しま

す。 

   河北方式の民設民営の認定こども園の整備

事業費補助金はとても問題であります。何回

も申し上げますが、私の調査では県内で同じ

ような補助金はありません。２つの認定こど

も園の施設建設借入金を全額肩代わりする補

助金2,259万円は、当初の法人の応募後に運営

者が決定してから追加された、本来は要らな

いおまけの補助金であります。また、通常の

運営収入で法人により返済されるべき借入金

を町が肩代わりする、おまけでダブりの補助

金であります。問題点は狙いと効果が全く分

からない補助金が、前の町政からそのまま引

き継がれていることであります。保育分野に

補助金を出すなら、河北町で子育てしてみた

いと思ってもらえるように、子供たちや保育

士の待遇改善などに生かすべきであります。

一度始めたことを改めるのはなかなか難しい

かもしれませんが、大胆に見直しすべきであ

ります。 

   人口が増えるまちづくりにするためには、

暮らしやすいまちづくりが必要です。雪がと

ても多い年度でしたが、除雪ができないお宅

の間口除雪に取り組み、路面の出る除雪、早

いタイミングの排雪にしっかり取り組んだこ

とは評価するものであります。課題として、

除雪路線上に雪押し場や雪置き場を確保する

こと、交差点の見通しを確保する除雪作業が

足りなかったことを指摘し、今後の対応を期

待します。 

   新たに仕事を興す起業支援の取組は、町内

篤志家からの寄附金活用で対象事業額の８割、

500万円までの国内最強クラスの起業支援が

活用されませんでした。残念であります。以

前から申し上げておりますが、町内外からの

方が新たに町内で事業を開始するための拠点

や情報を準備しておくことが国内最強の起業

支援制度を生かす大事なポイントの１つでは

ないでしょうか。 

   コロナ禍ということがあってか、いもこ列

車を観光の目玉とする位置づけが進みません

でした。これも残念であります。 

   道の駅河北は、ワイナリーを設置すること

について町民の多数が懸念を持っています。

道の駅河北再オープンの方向性を決めたので
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あれば、積極的に町民にアピールして、町民

が期待する雰囲気をつくりながら本格オープ

ンに進むべきであります。 

   農業の起業支援では、農家レベルでの６次

産業化支援が令和２年度も全く進みませんで

した。県内に産直施設がオープンし、農家に

よる農作物や農作物の加工品などの販売ルー

トが確保された利点を生かすべきであります。

テストキッチンなどを準備して、農家が農産

物を加工、試作することを支援することは行

政の果たすべき役割ですが、残念ながら何も

進みませんでした。 

   町の嘱託職員などの、町の嘱託職員といい

ますか、会計年度任用職員などの人件費、労

働条件はまだまだ低く、抜本的な見通しが必

要であります。 

   以上、主な問題を指摘し、人口が増えるま

ちづくりの提案を示し、この決算認定に反対

いたします。 

○阿部委員長 委員長から申し上げます。 

   お諮りします。間もなく午後４時になろう

としておりますが、本日の委員会日程が終了

するまで延長したいと思いますが、これに異

議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本日の委員会日程が終了するまで

延長することといたします。 

   次に、賛成討論を行います。「４番佐藤修二

委員」 

○佐藤委員 議第66号令和２年度河北町一般会計

歳入歳出決算認定について、賛成討論を行い

ます。 

   令和２年度は、７月豪雨災害で多くの住宅

や田畑に被害が出るかつてない災害に見舞わ

れました。また、１年を通して新型コロナ対

策に悩まされた１年でもありましたが、いず

れも早々に対策本部を立ち上げ、連日会議を

重ね対応しました。７月豪雨災害対策として

住宅被災者緊急支援金として、床上浸水者に

30万円、床下の家庭には10万円を支給しまし

た。また、応急修理費用として町と建設業者

が契約し、浸水住宅への応急修理を実施し、

１日も早い安心して暮らせるよう努力されま

した。また、新型コロナ対策としまして、緊

急経営改善支援金として、個人事業主に10万

円、法人に20万円を交通事業者として町内タ

クシー、バス、運転代行などの事業者に対し

ても支給しました。子育て世帯支援定額給付、

ゼロ歳から18歳の子を持つ家庭に３万円の給

付をするなど、きめ細やかに対応しました。

豪雪対策として、平成30年実績5,300万円の倍

を超える1,170万円相当の予算を投じて町民

の生活を守りました。農業支援振興について

は、農業次世代人材投資資金として17名に補

助、本町に転入され、農業経営を開始する研

修生及び就農者に家賃補助をするなど、サポ

ート体制の充実に努められました。学校教育

では、児童生徒のタブレット端末の整備を図

り、小中学生のネットワーク整備に努められ

ました。また、収入においては、徴収におき

ましては、個人町民税、固定資産税、都市計

画税ともに現年度分の収入未済額を超える滞

納繰越し分を徴収し、それにより収入未済額

が増えるようなことがないよう抑えられまし

た。昨年の個人町民税、固定資産税、都市計

画税の収入未済額の合計を見ますと、約、私

の積算では1,000万円を超える減額というふ

うな結果となり、その努力に大いに評価する

ものであります。また、私が令和元年６月定

例会において一般質問で、子育て、健康づく

りの一環として産後ケアについて導入を提案

したところ、すぐに令和２年度から対応して

宿泊型、デイサービス型でサービスを受けた

方がいて、産後の不安解消や体調不良対応や

育児不安解消に努められました。このことは、
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住民の代表たる議員、議会の声耳を傾けた町

の当局の姿と大いに評価するものであります。 

   以上のことから、議第66号令和２年度河北

町一般会計歳入歳出決算認定について賛成す

るものであります。 

○阿部委員長 以上で討論を終結します。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり認定するに賛成の委員

の起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数であります。 

   よって、議第66号令和２年度河北町一般会

計歳入歳出決算認定については、原案のとお

り認定することに決定しました。 

   委員長から申し上げます。 

   お諮りします。本日はこれをもって延会し

たいと思いますが、これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれにて延会といたします。 

   明日、９月15日は午前９時までにご参集願

います。お疲れさまでした。 

午後４時０２分  延 会 

 


